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茨木市自転車利用環境計画 中間見直しについて 

 

平成 27（2015）年３月に策定した「茨木市自転車利用環境整備計画（以下、本計画）」は、

本市における自転車通行空間、自転車駐車環境、通行ルールの徹底などのハード・ソフト両面か

らの対策について定めています。 

本計画は計画期間を 10年間と定め、中間年である５年後を目処に、実施した施策の状況確認、

今後実施する施策について、必要に応じて見直すこととしています。また、国における自転車活

用推進法の施行、自転車を取り巻く社会情勢の変化などを踏まえた見直しも必要となりました。 

令和元（2019）年度茨木市自転車利用環境整備計画協議会では、５年後の最終年に向けた中

間見直しを実施しました。項目としては、以下の３項目となっています。 

 

（1） 3 指標の中間評価及び評価結果に伴う重点施策の検討 

（2） 自転車活用推進法を踏まえた追加施策の検討及び自転車活用推進計画としての位置付け  

（3） 今後 5 年間の取り組み内容の確認 

 

また、中間見直しから 5年後の計画期間の最終年には施策全体の評価を行ったのち、その時点

における法制度に則した見直しを行い、より良い自転車利用環境の創出と自転車活用に向けた取

組及び社会情勢等を踏まえた通行ルールの検証・周知などに向けた取組の検討を行います。 
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第 1 章 はじめに 

1-1 計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 1章 はじめに（P.1） 

 

第２章 自転車を取り巻く現状と課題（P.7） 

 

第３章 計画の目標と基本方針（P.51） 

 

第４章 自転車利用環境整備に向けた取組（P.57） 

 

第５章 計画の推進に向けて（P.94） 

 

・計画策定の背景と目的、茨木市の概況、計画期間、対象区域、計画の位置付け

等諸条件について整理しています。 

 

通行環境 

“はしる” 

 

“とめる” 

安全利用 

“まもる” 

利用促進 

“つかう” 

・本市の自転車利用環境を向上させていくために基本理念を掲げ、計画目標と５

つの基本方針を設定し、それらを達成するため、取組に向けた４つの柱を設定

しています。 

 

・わが国における自転車を取り巻く現状を整理したうえで、本市が抱える自転車

利用環境の現状と課題について整理しています。 

 

・本市の自転車利用環境を向上するため、計画の目標実現に向けた４つの柱ごと

に具体的な取組内容について整理しています。 

 

・計画の推進に向けての進行管理や推進体制を整理しています。 

 

＜取組に向けた４つの柱＞ 
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 第１章 はじめに 

1-2 背景と目的 

自転車は、通勤、通学、買物等の日常生活における身近な移動手段であり、クリーンでエ

ネルギー効率が高く、手軽に健康維持が図れ、災害時にも燃料の必要のない移動手段として

利用できるなどの優れた特徴から、本市においても、多くの人々の移動手段として定着して

いる乗り物です。その一方で、自転車が「車両」であるとの意識が低く、自転車事故や交通

ルールの違反・マナーの欠如が多発しているといった問題が顕在化しています。 

本市では他都市と比較して自転車の利用が多く、大阪府全体において自転車関連事故の

件数が減少傾向にある中、依然として自転車関連の事故が多い状況にあります。 

こうしたことから、自転車の通行空間・自転車駐車環境の整備、通行ルールの徹底といっ

た、ハード・ソフトの両面から対策を推し進めていく必要があり、誰もが「住みやすい・移

動しやすい」と実感できるまちづくりをテーマに、安全で快適に移動できる自転車利用環境

を創出することを目的に茨木市自転車利用環境整備計画を策定するものです。 

 

1-3 茨木市の概況 

1-3-1 地勢・土地利用状況 
 

・国道 171 号を境に南側は平野部を形成し、都市的土地利用が広がっています。 

また、高低差が小さいことから、自転車を利用しやすい環境であると言えます。 

・北側は大半が山地であるため、標高が高くなっており平野部との高低差が 200～500ｍ

程度あります。 

 

■地勢 ■土地利用 

 

参考データ：基盤地図情報 数値標高モデル（10mメッシュ） 参考データ：国土数値情報 土地利用（100m メッシュ） 
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 第 1 章 はじめに 

1-3-2 主要施設の立地状況（平成 27（2015）年３月時点） 
 

・公共公益施設や大規模商業施設は、平野部に集中しています。 

・平成 27（2015）年度に立命館大学が開学し、さらに主要プロジェクトとして、JR 総持

寺駅の整備やスマートコミュニティ※の構築等が控えています。 

 

■主要施設位置 ■主要プロジェクト 

 

 

1-3-3 人口（平成 27（2015）年３月時点） 
 

・市内の人口は 27.8 万人であり、平野部に人口が集中しています。 

・将来人口は、平成 32（2020）年をピークに減少傾向にあると予測されています。 

・その一方で、高齢者は年々増加傾向にあります。 

 

■人口密度 ■将来人口推計 

 

参考データ：H22（2010）国勢調査※ 小地域集計結果 

 
参考データ：H22（2010）国勢調査、 

茨木市将来推計人口等調査報告書 

（H25（2013）.3） 

平野部に人口が集中 

市域界

新幹線

鉄道（JR）

その他鉄道

高速道路

国道

人口密度

50人/ha未満

50人/ha以上100人/ha未満

100人/ha以上150人/ha未満

150人/ha以上200人/ha未満

200人/ha以上

凡　　　例

40.5 38.7 39.5 40.9 41.3 39.3 36.0 33.5 

191.2 189.5 186.2 179.0 177.2 174.5 171.6 165.0 

25.5 32.4 41.6 53.5 63.6 69.4 71.4 74.2 

258.2 260.6 268.0 274.8 282.1 283.2 279.0 272.7 

0

50

100

150

200

250

300

H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42

人
口
（千
人
）

0～14歳 15～64歳 65歳以上 年齢不詳 人口

人口は平成32年を 

ピークに減少 

65 歳以上の 

高齢者が増加 

H7 
(1995) 

H12 
(2000) 

H17 
(2005) 

H22 
(2010) 

H27 
(2015) 

H32 
(2020) 

H37 
(2025) 

H42 
(2030) 
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 第１章 はじめに 

1-4 計画期間（目標年次） 

 

 

 

 

1-5 対象区域 

・対象は、茨木市全域とします。 

 

 

図 対象区域 

  

・計画期間は平成 27（2015）年度から 10 年間とします。 

・本計画は、概ね 5 年後の令和元（2019）年の進捗確認と修正を反映し、次の 5 年間で実

施する施策について必要に応じて見直しを行いました。また、概ね 10 年後には施策全体

の評価、見直しを行います。 

計画 

策定 
中間 見直し 5 年間 5 年間 

（Ｈ27（2015）） （R1（2019）） （R6（2024）） 

凡例 

計画対象区域 
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 第 1 章 はじめに 

1-6 計画の位置付け 

 

 

 

 

 

・本計画は、「第 5 次 茨木市総合計画※」をはじめとした上位計画に基づき、また平成 27

（2015）年度策定の関連計画「茨木市バリアフリー基本構想※」との整合を図りながら、

「住みやすい・移動しやすい」と実感できるまちづくりをテーマに自転車利用環境の整

備を推進していきます。 

・また、自転車活用推進法（平成 29（2017）年 5 月施行）が示す自転車活用の推進に

関する基本事項と整合の上、自転車活用推進法の第 11 条に示された「市町村自転車活

用推進計画」として位置づけ、大阪府の自転車活用推進計画とも連携を図っていきます。 

○第 5 次 茨木市総合計画（平成 26（2014）年度） 
○ ※ 

（平成 27（2015）年度）（令和元（2109）年度 中間見直し） 
○茨木市総合交通戦略※（平成 30（2018）年度 中間見直し） 

＜上位計画＞ 

茨木市自転車 

利用環境整備計画 
（令和元（2019）年度 

 中間見直し） 

茨木市バリアフリー 

基本構想 
（平成 27（2015）年度） 

＜関連計画＞ ＜本計画＞ 

茨木市 

大阪府 

国 

自転車活用推進法 
（平成 28（2016）年度） 

 
（平成 30（2018）年度） 

自転車活用推進計画 
（令和元（2019）年度） 
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自転車を取り巻く

現状と課題
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第 2 章 自転車を取り巻く現状と課題 
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2-1 自転車を取り巻く社会情勢と茨木市の現状 

2-1-1 自転車利用のメリット 

 

(1) 移動時間 
 

・自転車は、短い距離であれば、他の交通手段よりも早く移動できます。 

 

 

■交通手段別の移動距離と所要時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■移動距離帯別の交通手段利用割合 

 

  

500m～5km は自転車

の所要時間が最も短い 

 

参考データ：自動車から自転車への利用転換可能性に関する基礎分析 

（H23（2011）.11、第 44 回土木計画学研究発表会） 

出典：安全で快適な自転車利用環境の創出に向けた提言（H24（2012）.4） 

H17（2005）全国都市交通特性調査からの集計値 

5km 未満の移動距離に

おいては、約 2 割のシェ

アで自転車が利用され

ている 

 

徒 歩 ： 4.8km/h

自 転 車 ： 入出庫4分+15km/h

自 動 車 ： 入出庫7分+17.5km/h

バ ス ： 10分+14km/h

徒歩6分（発着地計）

待ち時間4分

鉄 道 ： 17分+32km/h

徒歩12分（発着地計）

駅内移動3分（１駅）

待ち時間2分（１駅）

＜各交通手段の速度等の設定＞
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 第２章 自転車を取り巻く現状と課題 

(2) 環境負荷 
 

・自転車は、二酸化炭素の排出量がゼロでエネルギー効率が高く、クリーンな交通手段です。 

 

・交通手段別の二酸化炭素排出量をみると、自家用乗用車が最も多い（168g-CO2/人キ

ロ）のに対し、自転車の二酸化炭素排出量は０となっています。 

・自転車とその他の交通手段のエネルギー効率を比較すると、自転車が 1km の移動に使用

するエネルギーは自動車の約 1/5 となっており、自転車はエネルギー効率が高く、クリ

ーンな交通手段と言えます。 

 

■交通手段別二酸化炭素排出量※ 

 
参考データ：運輸部門における二酸化炭素排出量（国土交通省 H24（2012）、H29（2017）） 

 

■エネルギー効率の比較 

 
参考データ：自転車博物館資料 
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 第 2 章 自転車を取り巻く現状と課題 

2-1-2 国や大阪府における自転車関連施策の近年の動向 

 

(1) 道路交通法の改正に伴う自転車通行区分の変遷 

道路交通法における自転車通行区分の変遷については、昭和 35（1960）年改正以前におい

ては、自転車は歩道を通行するルールでした。 

昭和 35（1960）年の改正により、自転車は車道を走行するルールとなりましたが、昭和 40

年代のモータリゼーションの進展に伴い自動車交通量が著しく増加したことを受け、昭和 53

年には自転車歩道通行可の指定を受けた歩道においては、自転車の歩道走行が認められました。 

平成 19（2007）年においては、普通自転車歩道通行可の規制に関係なく、13歳未満の子

どもが運転する自転車等、一定の条件を満たすものについては、歩道の自転車走行が認められ

ることになりました。 

しかしながら、平成 23（2011）年に警察庁が出した「良好な自転車交通秩序の実現のため

の総合対策の推進について」という通達により、新しい走行ルールを整備することが宣言され

ました。 

これにより「自転車は車両であり車道を走る」ことを改めて目指すことが決定し、その目標

に向けた第 1 歩として、平成 25（2013）年の改正により、自転車は車両として「路側帯※は

必ず左側通行」とすることが決まりました。 

平成 29（2017）年には自転車活用推進法が施行され、４つの基本理念、15 の基本方針、

自治体に対して区域の実情に応じた自転車活用推進計画を定めるように努めることなどが明記

されました。 

 

(2) 国における自転車関連施策の動向 

策定時期 名称 機関等 

平成 19（2007）年 7 月 自転車安全利用五則 交通対策本部決定 

平成 19（2007）年度 新たな自転車利用環境のあり方
を考える懇談会 

国土交通省道路局、警察庁交
通局 

平成 20（2008）年 1 月 自転車通行環境整備モデル地区 国土交通省道路局、警察庁交
通局 

平成 23（2011）年 10 月 良好な自転車交通秩序の実現の
ための総合対策の推進について 

警察庁交通局通達 

平成 24（2012）年 4 月 みんなにやさしい自転車環境－
安全で快適な自転車利用環境の
創出に向けた提言－ 

安全で快適な自転車利用環境
の創出に向けた検討委員会 

平成 24（2012）年 11 月 安全で快適な自転車利用環境創
出ガイドライン 

国土交通省道路局、警察庁交
通局 

平成 27（2015）年６月 改正道交法の施行により、自転
車運転者講習の対象となる危険
行為が規定 

国会 

平成 28（2016）年 7 月 自転車ネットワーク計画策定の
早期進展と安全な自転車通行空
間※の早期整備に向け、安全で快
適な自転車利用環境創出ガイド
ラインを改定 

国土交通省 

平成 28（2016）年 12 月 自転車活用推進法の成立 国会 

平成 29（2017）年 5 月 自転車活用推進法の施行 国会 

平成 30（2018）年 6 月 自転車活用推進計画の閣議決定 内閣 

平成 31（2019）年 4 月 道路構造令の一部改正 国土交通省  
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 第２章 自転車を取り巻く現状と課題 

■改正道路交通法による自転車運転講習の対象となる危険行為 

 

 

対象となる危険な違反行為 

１.信号無視 

２.通行禁止違反（道路標識で自転車の通行が禁止されている道路を通行する行為など） 

３.歩行者用道路における車両の義務違反（徐行違反） 

４.通行区分違反（道路の中央から右側部分を通行する行為など） 

５.路側帯通行時の歩行者の通行妨害（自転車が通行できる路側帯で歩行者の通行を妨げるような

速度と方法で通行する行為） 

６.遮断踏切立入り 

７.交差点安全進行義務違反等（優先道路を通行する車両等の進行を妨害する行為など） 

８.交差点優先車妨害等（交差点で右折時における、直進又は左折車両等の進行を妨害する行為） 

９.環状交差点安全進行義務違反等（環状交差点内を通行する車両等の進行を妨害する行為など） 

10.指定場所一時不停止等 

11.歩道通行時の通行方法違反（歩道通行時に歩行者の通行を妨害する行為など） 

12.制動装置（ブレーキ）不良自転車運転（ブレーキ装置がなかったり、ブレーキの性能が不良な

自転車で走行したりする行為） 

13.酒酔い運転 

14.安全運転義務違反（ハンドルやブレーキ等を確実に操作せず、また他人に危害を及ぼすような

速度や方法で運転する行為） ※携帯電話を使いながら通行して、事故を起こした場合にも適

用されることがあります。 

参考データ：国土交通省 

 

  

・一定の危険な違反行為をして、3年以内に 2 回以上検挙され、又は事故を起こした悪質

自転車運転者に対して、公安委員会が講習の受講を命じられます。 

・受講を命じられた者は、自転車運転者講習を受講しなければなりません（講習時間：3時

間、手数料 6,000 円）。 

・受講の命令に従わない場合は、5万円以下の罰金に処せられます。 
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 第 2 章 自転車を取り巻く現状と課題 

■自転車活用推進法と自転車活用推進計画 

 
 

  

  
参考データ：国土交通省 

  

・自転車活用推進法は、自転車の活用を総合的・計画的に推進することを目的とした法律

として、平成 29（2017）年５月に施行されました。 

・自転車活用推進計画では、「自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成」、「サイ

クルスポーツの振興等による活力ある健康長寿社会の実現」、「サイクルツーリズムの推

進による観光立国の実現」、「自転車事故のない安全で安心な社会の実現」の 4 つの目標

を実現するための施策が定められています。 
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 第２章 自転車を取り巻く現状と課題 

(3) 大阪府における自転車関連施策の動向 

策定時期 名称 機関等 

平成 25（2013）年４月 大阪府自転車通行空間法定外
表示 実施要領 

大阪府道路交通環境安全推進
連絡会議 

平成 26（2014）年１月 
（改訂） 

自転車安全利用促進のための
重点行動指針 

大阪府交通対策協議会 

平成 28（2016）年４月 大阪府自転車の安全で適正な
利用の促進に関する条例（大
阪府自転車条例）の施行 

大阪府 

平成 28（2016）年７月 
（改訂） 

大阪府自転車の安全で適正な
利用の促進に関する条例（大
阪府自転車条例）の改訂 

大阪府 

平成 28（2016）年 10 月 大阪府自転車通行空間整備緊
急３か年計画（案）の策定 

大阪府 

平成 29（2017）年３月 大阪府自転車通行空間法定外
表示実施要領改定 

大阪府 

平成 31（2019）年３月 大阪府自転車通行空間 10 か
年整備計画（案）の策定 

大阪府 

令和元（2019）年 12 月 自転車活用推進計画の策定 大阪府 

 

■大阪府自転車通行空間 10 か年整備計画（案） 

 

 

 
参考データ：大阪府 

  

・「大阪府自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」に基づき、自転車に係る道路交

通環境の整備を進め、現道のさらなる自転車、歩行者の安全確保のための整備方針が定

められています。 

・目標整備延長は、緊急 3 か年計画の 62 キロメートルを含む約 200 キロメートル（現

道の府管理道路）あり、市町村の自転車ネットワーク計画策定によって変動します。 
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■大阪府自転車活用推進計画 

 

 

 

参考データ：大阪府 

 

  

・「大阪府自転車通行空間 10 か年整備計画（案）」などとの整合を図り、令和７（2025）

年度までを計画期間としています。 

・大阪府における自転車関連計画の最上位の計画として位置づけられています。 
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2-1-3 自転車関連事故の状況 

(1) 全国における交通事故件数の推移 

 

■交通事故件数の推移（全国） 

 

 
参考データ：交通事故の発生状況（警察庁） 

 

(2) 茨木市における自転車関連事故件数の推移 

 

 

■大阪府における自転車関連事故件数（Ｈ26-Ｈ30）  

  

■茨木市における自転車関連事故件数（Ｈ26-Ｈ30）  

  
参考データ：大阪の交通白書（H19（2007）～30（2018））  

・交通事故全体、自転車関連事故件数ともに減少傾向にあるが、交通事故に占める自転車事故

の割合は増加しています。 

・本計画施行後、大阪府、本市ともに自転車関連事故件数は減少傾向であるが、特に本市の

減少率４４％と非常に高い減少率となっています。 

大阪府では 

自転車関連事故が 

40％減少 

（H19（2007） 

～H30（2018）） 

本計画施行 

本計画施行 

交通事故全体、自転車関連事故件数ともに

減少傾向にあるが、交通事故に占める自転

車事故の割合は増加している 

茨木市では、 

自転車関連事故が 

52%減少 

（H19（2007） 

～H30（2018）） 

本計画施行 
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(3) 自転車関連事故の分析 

 

 

■市町村別人口千人あたりの自転車関連事故件数 

 

参考データ：大阪の交通白書（H25（2013）、Ｈ30（2018）） 

住民基本台帳（H25（2013）、Ｈ30（2018）） 

 

 

・本計画施行後、本市の人口千人当たりの自転車関連事故発生率が大阪府下で１９番目と改

善し、近隣５市で比較しても２番目となっています。 

順位 市町村 事故件数
1位 泉大津市 1.97
2位 高石市 1.81
3位 東大阪市 1.63
4位 大阪市 1.60
5位 門真市 1.55
6位 寝屋川市 1.52
7位 守口市 1.47
8位 岸和田市 1.38
9位 藤井寺市 1.36
10位 堺市 1.35
19位 茨木市 1.01

H30（2018） 

H25（2013） 

順位 市町村 事故件数
1位 泉大津市 2.55
2位 忠岡町 2.37
3位 大阪市 2.10
4位 茨木市 2.04
5位 岸和田市 1.89
6位 八尾市 1.82
7位 東大阪市 1.80
8位 松原市 1.73
9位 堺市 1.65
10位 藤井寺市 1.65
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(4) 年齢層別の自転車関連事故件数の推移 

 

 

■年齢層別の自転車関連事故件数の推移  

 

  

参考データ：大阪府警察本部（Ｈ23（2011）～30（2018）） 

  

・本計画施行後、本市の子ども・高齢者が関連する自転車関連事故の割合は減少し 20％程

度となっています。 

本計画施行 

H30（2018） H25（2013） 
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 第 2 章 自転車を取り巻く現状と課題 

(5) 自転車関連事故類型別発生件数 

 

 

■自転車関連事故類型別発生件数（H25（2013）～H30（2018）） 

  

 

 

参考データ：大阪府警察本部（Ｈ23（2011）～30（2018）） 

  

・自動車、自転車、歩行者の通行量等の問題から、主要駅と主要駅に直結する幹線道路に事

故が集中しています。 

H25（2013） 

本計画施行 

H30（2018） 
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（参考 1）交差点流入時の出合頭事故発生率 

 
 

歩道はあるが信号機のない交差点で発生する出合頭事故は、自転車の車道の逆走に

よるルール違反が大きな要因となっています。 

この交差点における出合頭事故の事故発生率(事故件数/交通量)を求めたところ、

車道を逆走する自転車の事故発生率が最も高く、車道を順走する自転車の事故発生率

については著しく少なくなることが明らかとなっています。 

 

 

これにより自転車の通行は、車道の左側を通行することが安全と言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結論＞ 

自転車関連事故の中で、最も大きな割合を占める「出合頭の事故」を防ぐ有効な手

段は、自転車が車道の左側を順走通行することや、一時停止や安全確認を励行させる

ことです。なお、自転車が車道を逆走した場合、出合頭の事故発生率は最も高く危険

となるため、交通ルールを守ることが重要です。 

 

 

 

  

参考データ：「自転車走行環境整備の現状と課題 自転車事故発生状況と交差点対策に着目して」、国土技術政策総合研究

所論文」（松本幸司 H21（2009）） 

図 交差点流入時の出合頭事故発生率 

右側通行（逆走）は自動

車の死角になりやすく出

合頭事故の危険性が高い 
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（参考 2）自転車事故による高額賠償 
 

 

自転車事故でも被害の大きさにより数千万円の賠償金を支払わなくてはならない場

合もあります。この賠償責任は、未成年といえども責任を免れることはできません。 

 

■自転車での加害事故例 

賠償額注 1） 事故の概要 

約１億円 

男子小学生（11 歳）が夜間、帰宅途中に自転車で走

行中、歩道と車道の区別のない道路において歩行中

の女性（62 歳）と正面衝突。女性は頭蓋骨骨折等の

傷害を負い、意識が戻らない状態となった。（神戸地

方裁判所、平成 25（2013）年７月４日判決） 

約 9,000 万円 

男子高校生が昼間、自転車横断帯※のかなり手前の歩

道から車道を斜めに横断し、対向車線を自転車で直

進してきた男性会社員（24 歳）と衝突。男性会社員

に重大な障害（言語機能の喪失等）が残った。（東京

地方裁判所、平成 20（2008）年６月５日判決） 

約 7,000 万円 

男性が夕方、ペットボトルを片手に下り坂をスピー

ドを落とさず走行し交差点に進入、横断歩道を横断

中の女性（38歳）と衝突。女性は脳挫傷等で３日後

に死亡した。（東京地方裁判所、平成 15（2003）

年９月 30 日判決） 

約 5,000 万円 

男性が昼間、信号表示を無視して高速度で交差点に

進入、青信号で横断歩道を横断中の女性（55 歳）と

衝突。女性は頭蓋内損傷等で 11 日後に死亡した。

（東京地方裁判所、平成 19（2007）年４月 11日

判決） 

約 4,000 万円 

男子高校生が朝、赤信号で交差点の横断歩道を走行

中、旋盤工（62歳）の男性が運転するオートバイと

衝突。旋盤工は頭蓋内損傷で 13 日後に死亡した。

（東京地方裁判所、平成 17（2005）年９月 14日

判決） 

注 1）賠償額とは、判決文で加害者が支払いを命じられた金額です。（上記金額は概算額）    

                     参考データ：一般財団法人 日本損害保険協会 HP 
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2-1-4 自転車利用の状況 

(1) 自転車保有台数 
 

・本市では、１世帯当たり約２台の自転車を保有しており、大阪府全体の平均保有台数より

高い状況です。 

 

 

  

自転車保有台数（千台） 

伸び率 
平成 24（2012）年 

平成 25 

（2013）年   
１世帯当たり 

（台／世帯） 

全国 70,472 1.35 71,551 1.53% 

大阪府 6,301 1.6 6,488  2.96% 

大阪市 

（平野区） 
156 1.80 165 5.42% 

大阪市 

（その他） 

 1.60 2,083 5.02% 

堺市 551 1.58 572 3.73% 

東大阪市 148 1.79 144 -2.45% 

枚方市 249 1.45 252 0.98% 

豊中市 248 1.69 253 2.18% 

高槻市 263 1.80 281 6.89% 

吹田市 260 1.51 269 3.14% 

茨木市 225 1.98 231 2.65% 

八尾市 230 2.09 229 -0.38% 

寝屋川市 198 1.97 194 -1.85% 

岸和田市 468 2.30 470 0.27% 

その他大阪府 1,319 1.42 1,384 4.98% 

注 2）集計対象は、県庁所在地、世帯数 7 万世帯以上の都市、それ以外の都市の計で集計され

ており、都市の並び・数値等は「自転車保有実態に関する調査報告書」より抜粋しています。 

 

 

  

参考データ：H24（2012） 自転車保有実態に関する調査報告書 

（財団法人 自転車産業振興協会） 

 

■自転車保有台数一覧注 2） 
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(2) 茨木市における自転車利用の状況 
 

・自転車利用者を対象にヒアリング調査を行った結果、自転車の利用頻度は、「ほぼ毎日」

が 66.2％と最も多く、次いで「週に３～４回程度」が 17.6％となっています。 

・本市の高校生を対象にアンケート調査を行った結果、自転車を「ほぼ毎日」利用する学生

は 25.3％であり、回答者のおよそ 1/4 が自転車通学をしているといえます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ヒアリング調査 

本計画の策定にあたり、本市の自転車利

用者を対象にヒアリング調査を実施しま

した。調査内容は、本市の市街地における

自転車利用環境の向上に向けて、自転車利

用空間の確保や自転車交通マナーに対す

るニーズ等を把握することを目的として

います。 

○調査実施日 

平成 26（2014）年７月 13 日（日）、 

  15 日（火） 

 

■高校生アンケート調査 

ヒアリング調査とは別に市内の高校に

通学する生徒を対象にアンケート調査を

行いました。 

○調査実施日 

平成 26（2014）年９月上旬 

～中旬 

 

 

  

施設名 回答数 

JR 茨木駅 128 

阪急茨木市駅 24 

阪急総持寺駅 90 

モノレール・阪急南茨木駅 154 

モノレール宇野辺駅 12 

モノレール沢良宜駅 11 

茨木ショッピングタウン 12 

アルプラザ茨木 11 

イオン茨木ショッピングセンター 29 

茨木市役所 12 

茨木市立体育館 12 

茨木市立図書館 11 

大阪府済生会茨木病院 12 

合 計 518 

高校名 回答数 

茨木高等学校 59 

春日丘高等学校 46 

茨木工科高等学校 35 

茨木西高等学校 68 

北摂つばさ高等学校 28 

福井高等学校 49 

関西大倉高等学校 42 

早稲田摂陵高等学校 9 

追手門学院高等学校 33 

藍野学院短期大学付属藍野高等学校 77 

合 計 446 

ほぼ毎日

66.2%

週に3～4回程度

17.6%

週に1～2回程度

11.4%

月に1～2回程度

4.6% 月に1回未満

0.2%

自転車の利用頻度

ほぼ毎日

週に3～4回程度

週に1～2回程度

月に1～2回程度

月に1回未満

参考データ：ヒアリング調査結果 

 

ほぼ毎日

66.2%

週に3～4回程度

17.6%

週に1～2回程度

11.4%

月に1～2回程度

4.6% 月に1回未満

0.2%

自転車の利用頻度

ほぼ毎日

週に3～4回程度

週に1～2回程度

月に1～2回程度

月に1回未満

参考データ：高校生アンケート調査結果 

 

ほぼ毎日

25.3%

週に3～4回程度

14.1%

週に1～2回程度

21.5%

月に1～2回程度

16.1%

月に1回未満

19.7%

無回答

3.1%

自転車の利用頻度

ほぼ毎日

週に3～4回程度

週に1～2回程度

月に1～2回程度

月に1回未満

無回答

ほぼ毎日

25.3%

週に3～4回程度

14.1%

週に1～2回程度

21.5%

月に1～2回程度

16.1%

月に1回未満

19.7%

無回答

3.1%

自転車の利用頻度

ほぼ毎日

週に3～4回程度

週に1～2回程度

月に1～2回程度

月に1回未満

無回答

○調査場所・サンプル数 

○調査場所・サンプル数 

＜ヒアリング＞ ＜高校生アンケート＞ 
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8.6%

8.0%

8.7%

8.0%

8.4%

7.3%

16.2%

18.2%

31.0%

33.7%

27.2%

31.9%

4.3%

3.5%

2.2%

1.9%

3.3%

2.8%

51.5%

52.5%

26.7%

22.5%

26.3%

20.7%

4.0%

3.4%

6.3%

6.7%

8.7%

9.3%

14.0%

13.0%

23.6%

25.9%

25.1%

26.6%

1.4%

1.4%

1.4%

1.3%

0.9%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H12

H22

H12

H22

H12

H22

全
国

大
阪

府
茨

木
市

徒歩 鉄道・電車 バス 自家用車 オートバイ 自転車 その他

(3) 自転車の交通手段分担率 
 

・本市の通勤・通学時の交通手段分担率※の推移をみると、平成 22（2010）年時点では鉄

道・電車に次いで、自転車が多く約 1/4を占めます。 

・本市と全国を比較すると、自転車の分担率は、平成 22（2010）年時点で全国の約２倍と

なっています。 

 

 

 

 

■交通手段分担率の推移注 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 3）利用交通手段が１種類のみの場合 

 

 

  

参考データ：国勢調査 

自転車が 

1/4 



 

 

 

24 
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2-1-5 自転車通行空間に関する現状 

(1) 自動車交通量 

 

■自動車交通量/日 

 

 

参考データ：道路交通センサス※（H22（2010）、27（2015）） 

・自動車交通量は、10,000(台/日)以上の路線が平野部の幹線道路で多く見られます。 

・ただし、本市中央を通る国道１７１号及び府道大阪高槻京都線などの路線において、平成

22（2010）年度道路交通センサスから、自動車交通量の減少が見られます。 

市域界

新幹線

鉄道（JR）

その他鉄道

高速道路

24時間自動車交通量

5,000台未満

5,000台以上10,000台未満

10,000台以上20,000台未満

20,000台以上

データなし

凡　　　例

H22（2010） 

H27（2015） 
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(2) 道路構造 

 

■車線数 

 

 
参考データ：道路交通センサス※（H22（2010）、27（2015））  

・市内における幹線道路の大部分が 2～4車線道路であり、歩道の大部分が自転車歩行者道※

の位置付けであり、自転車通行が可能な状況です。 

H22（2010） 

H27（2015） 
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■自転車歩行者道 

 

 

 

参考データ：茨木市 

  

自転車歩行者道 

市内における幹線道路の歩道の大部
分は、自転車通行が可能 

H22（2010） 

H27（2015） 



 

 

27 
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(3) 自転車交通の動き（自転車流動） 
 

・本市は、ＪＲ東海道本線以南に発生集中量※の多い小学校区が分布している状況です。 

・特に、ＪＲ茨木駅、阪急茨木市駅周辺に位置する中条小学校区、茨木小学校区、中津小学

校区等を発着とするトリップ※が多い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考データ：第５回近畿圏パーソントリップ調査（交通実態調査）（H22（2010）） 

 

 

順位 小学校区 発生集中量
1 中条小 33,211
2 中津小 28,470
3 茨木小 24,189
4 葦原小 22,533
5 天王小 21,933
6 春日小 21,095
7 大池小 18,462
8 穂積小 16,168
9 太田小 14,907

10 水尾小 14,746
11 庄栄小 11,979
12 春日丘小 11,633
13 三島小 11,361
14 玉島小 10,483
15 白川小 9,379
16 東小 8,723
17 郡小 8,420
18 東奈良小 7,525
19 畑田小 6,923
20 玉櫛小 6,776
21 福井小 6,602
22 沢池小 6,257
23 耳原小 6,081
24 豊川小 5,329
25 安威小 4,891
26 西小 2,787
27 彩都西小 2,607
28 西河原小 915
29 山手台小 605
30 郡山小 497
31 清溪小 177
32 忍頂寺小 114

市域界

新幹線

鉄道（JR）

その他鉄道

高速道路

国道

トリップ数

1,000トリップ以上2,000トリップ未満

2,000トリップ以上3,000トリップ未満

3,000トリップ以上

凡　　　例

■主なＯＤ※流動 
 

■発生集中量（小学校区） 

 

駅周辺に自転車トリップが集中 
駅周辺の小学校区間

で自転車流動が多い 
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(4) 自動車交通の状況（道路の混雑度） 

 
■混雑度 

 
 

 

 

 
参考データ：道路交通センサス（H22（2010）、27（2015）） 

 

  

・平野部においては混雑度が 1.0以上（ピーク時は混雑）の路線が多数存在します。 

1

【凡 例】
～1.0
1.0～1.25
1.25～1.75
1.75～

茨木IC

吹田Jct

茨木
市役所

JR茨木駅

阪急茨木市駅

区間①

府道枚方茨木線

H22（2010） 

H27（2015） 
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(5) 自転車レーンの利用状況について 

■問：自転車レーン※をご存じですか。 
 

・自転車レーンの存在について、ヒアリング調査では「知っている」が 92.5％、「知らない」

が約８％となっており、認知度は高い傾向にあります。 

・高校生アンケート調査では、74.7％の回答者が「知っている」と回答しています。 
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■問：自転車レーンがある道路を自転車で利用したことがありますか。 
 

・ヒアリング調査では 70.3％の回答者が、自転車レーンがある道路を利用したことがあると

回答しています。 

・高校生アンケート調査では、65.9％の回答者が、自転車レーンがある道路を利用したこと

があると回答しています。 
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(6) 自転車を利用して「危険」を感じた経験 

 

■問：自転車で日頃よく利用する道路において、歩行者や自動車と衝突・接触した経験、もしく

は衝突・接触しそうになった経験（ヒヤリハット※）はありますか。 
 

・ヒアリング調査では、「衝突・接触したことがある」と回答された方は、自転車同士の場合

が最も多く 6.0％であり、またヒヤリハットも同様に自転車同士の割合が多く 47.5％と

なっています。 

・対歩行者・対自転車のヒヤリハットは、対自動二輪車・対自動車に比べ高い傾向にありま

す。 
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・高校生アンケート調査結果では、「衝突・接触したことがある」と回答された方は、自転車

同士の場合が最も多く 9.9％であり、またヒヤリハットも同様に自転車同士の割合が多く

34.4％となっています。 

・対歩行者・対自転車のヒヤリハットは、対自動二輪車・対自動車に比べ高い傾向にありま

す。 

 

 
＜高校生アンケート＞ 

■問：自転車で日頃よく利用する道路において、歩行者や自動車と衝突・接触した経験、もしく

は衝突・接触しそうになった経験（ヒヤリハット）はありますか。 
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■問：あなた以外の人が自転車を利用しているとき、どのような行為をみると危険だと感じます

か。 
 

・ヒアリング調査では、回答者が危険と感じることは、スマートフォンや携帯電話等の「な

がら運転」が 27.2％と最も多く、次いで「速いスピードでの運転」が 20.4％となってい

ます。 

 

 

 

 
 

・高校生アンケート調査も同様に「ながら運転」が 23.2％と最も多く、次いで「速いスピー

ドでの運転」が 16.2％となっています。 
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2-1-6 放置自転車に関する現状 

本市では、利用者の多い主要駅（６駅）について、放置自転車数の実態調査を実施していま

す。計画指標の一つとして「放置自転車台数の減少」を掲げていることから、計画策定時（平

成 26（2014）年）から中間見直し時（令和元（2019）年）の状況比較を行いました。 

 

 

 

対象駅 

計画策定時（平成２６（2014）年） 中間見直し時（令和元（2019）年） 

休日 平日 ピーク

時 

休日 平日 
ピーク時 

朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 

ＪＲ茨木駅 61 125 197 54 141 153 197 24 43 45 15 35 39 45 

阪急 

茨木市駅 
64 273 278 79 253 301 301 18 69 70 14 70 74 74 

阪急 

総持寺駅 
98 122 160 90 160 155 160 9 20 35 10 18 29 35 

ﾓﾉﾚｰﾙ・阪急 

南茨木駅 
31 40 50 20 66 46 66 1 8 4 2 9 5 9 

ﾓﾉﾚｰﾙ 

沢良宜駅 
14 43 82 19 24 30 82 5 8 15 8 6 6 15 

ﾓﾉﾚｰﾙ 

宇野辺駅 
53 52 62 57 51 65 65 12 10 11 11 9 10 12 

合計 321 655 829 319 695 750 871 119 190 226 78 204 204 190 

 

 

参考データ：駐車場等実態調査（R1（2019） 茨木市） 

  

0

200

400

600

800

1,000

計画策定時（2014年） 中間見直し時（2019年）

放置自転車（台）

ＪＲ茨木駅 阪急茨木市駅 阪急総持寺駅

ﾓﾉﾚｰﾙ・阪急南茨木駅 ﾓﾉﾚｰﾙ沢良宜駅 ﾓﾉﾚｰﾙ宇野辺駅

8 871

190

・すべての駅で計画策定時放置自転車数の２割程度と大幅に減少しており、放置自転車対策の

効果が大きく現れています。 

・休日平日別、時間帯別にみても同様の効果が現れており、放置自転車対策の周知が広く市民

へ行われていることが考えられます。 
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知っている

96.9%

知らない

3.1%

ルール①

知っている

知らない 守っている

69.9%

守っていな

い

30.1%

ルール①

守っている

守っていない

知っている

97.3%

知らない

2.7%

ルール②

知っている

知らない

守っている

77.0%

守っていな

い

23.0%

ルール②

守っている

守っていない

知っている

77.0%

知らない

23.0%

ルール③

知っている

知らない
守っている

67.4%

守っていな

い

32.6%

ルール③

守っている

守っていない

 

2-1-7 交通ルール・マナーに関する現状 

○交通ルール・マナーにおける認知度と遵守率の現状 
 

■問：下記３点の自転車通行ルールについて、あなたはご存じですか。また、そのルールを守っ

ていますか。 
 

・ヒアリング調査では、自転車通行ルール①が 96.9％、ルール②については 97.3％の回答

者が把握しており、ルール③は 77.0％とルール①、②と比べ認知度が劣っている傾向にあ

ります。 

・いずれのルールも、約３割の回答者が守っていないと答えています。 
 
 
＜ヒアリング＞ 

ルール① 原則、自転車は車道を通行する。                     

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

ルール② 自転車は車道の左側を走行する。                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ルール③ 歩道を通行する自転車は、車道寄りを徐行する。              

 

 

 

 

 

 

 

  

96.9％が把握しているが、 

30.1％が守っていない 

97.3％が把握しているが、 

23.0％が守っていない 

77.0％が把握しているが、 

32.6％が守っていない 

参考データ：ヒアリング調査結果 
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守っている

65.0%

守っていな

い

31.8%

無回答

3.1%

ルール①

守っている

守っていない

無回答
知っている

89.9%

知らない

7.6%

無回答

2.5%

ルール①

知っている

知らない

無回答

守っている

75.3%

守っていな

い

20.9%

無回答

3.8%

ルール②

守っている

守っていない

無回答

知っている

83.2%

知らない

13.7%

無回答

3.1%

ルール②

知っている

知らない

無回答

守っている

55.2%

守っていな

い

40.8%

無回答

4.0%

ルール③

守っている

守っていない

無回答知っている

58.5%

知らない

38.3%

無回答

3.1%

ルール③

知っている

知らない

無回答

■問：下記３点の自転車通行ルールについて、あなたはご存じですか。また、そのルールを守っ

ていますか。 
 

・高校生アンケート調査では、自転車通行ルール①が 89.9％、ルール②については 83.2％

の回答者が把握しており、ルール③は 58.5％とヒアリング調査と同様にルール①、②と比

べ認知度が劣っている傾向にあります。 

・ルール遵守率については、ルール③が 40.8％と、約４割の回答者がルールを守っていな

い傾向にあります。 
 
 
＜高校生アンケート＞ 

ルール① 原則、自転車は車道を通行する。                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ルール② 自転車は車道の左側を走行する。                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルール③ 歩道を通行する自転車は、車道寄りを徐行する。              

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

89.9％が把握しているが、 

31.8％が守っていない 

83.2％が把握しているが、 

20.9％が守っていない 

58.5％が把握しているが、 

40.8％が守っていない 

参考データ：高校生アンケート調査結果 
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21.6% 3.8% 37.9% 5.6% 21.0%

0.6%

6.9%

ルールを守っていない理由

ルールについて知らなかったから

どこを通行してよいのかわからないから

車道を走行すると車両と接触する危険があるから

車道の端は、側溝や排水口による段差があるので走りにくいから

路上駐車が多くて車道を通行しにくいから

車道を走行する自転車をあまり見かけないから

その他

36.1% 7.2% 26.4% 12.5% 10.3%

5.0%

2.5%

ルールを守っていない理由

ルールについて知らなかったから

どこを通行してよいのかわからないから

車道を走行すると車両と接触する危険があるから

車道の端は、側溝や排水口による段差があるので走りにくいから

路上駐車が多くて車道を通行しにくいから

車道を走行する自転車をあまり見かけないから

その他

■問：ルール①～③について、守っていない理由は何ですか。 
 

・ヒアリング調査では、ルールを守っていない最も多い理由として「車道を走行すると車両

と接触する危険があるから」があげられています。（37.9％） 

・一方で、高校生アンケート調査では、「ルールについて知らなかったから」が最も多い理由

としてあげられています。（36.1％） 

 

＜ヒアリング＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高校生アンケート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ルールについて知らない 車両と接触する危険 

 

路上駐車が多い 

【その他意見】 
 

参考データ：ヒアリング調査結果 

 

・歩行者が少なければ、歩道を通行することに危険を感じないから 

・面倒だから。守る意識があまりないから 

・車道は危険だと感じるから    など 

ルールについて知らない 車両と接触する危険 

 

【その他意見】 
 

参考データ：高校生アンケート調査結果 

 

・８割以上の人が守ってないから 

・急いでいると忘れてしまうから    など 
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28.9% 33.7% 30.6% 3.8%
2.5%

0.5%

ルール周知に向けて必要な取組み

案内チラシ・ポスターによる広報

自転車交通ルールの教育を充実させる

交通ルールの取り締まりを強化する

自転車を免許制にする

その他

無回答

■問：自転車ルールの周知に向けて、どのような取組が必要だとお考えですか。 
 

・ヒアリング調査では、ルール周知に向けての取組として「自転車交通ルールの教育を充実

させる」が効果的であると考える回答が多い傾向にあります。 

・一方で、高校生アンケート調査では、「案内チラシ・ポスターによる広報」が効果的である

と考える回答が多い傾向にあります。 

 

＜ヒアリング＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高校生アンケート＞ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.7% 29.9% 16.3% 8.5%
1.6%

ルール周知に向けて必要な取組み

案内チラシ・ポスターによる広報

自転車交通ルールの教育を充実させる

交通ルールの取り締まりを強化する

自転車を免許制にする

その他

案内チラシ・ポスター 教育の充実 取締の強化 

参考データ：ヒアリング調査結果 

 

参考データ：高校生アンケート調査結果 

 

案内チラシ・ポスター 

 

教育の充実 
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25.0% 32.4% 35.5% 4.1%

2.3%

0.7%

ルール順守に向けて必要な取組み

案内チラシ・ポスターによる広報

自転車交通ルールの教育を充実させる

交通ルールの取り締まりを強化する

自転車を免許制にする

その他

無回答

37.7% 28.7% 22.6%
9.6%

1.4%

ルール遵守に向けて必要な取組み

案内チラシ・ポスターによる広報

自転車交通ルールの教育を充実させる

交通ルールの取り締まりを強化する

自転車を免許制にする

その他

■問：自転車ルールの遵守に向けて、どのような取組が必要だとお考えですか。 
 

・ヒアリング調査では、ルール遵守に向けた取組として「取締の強化」が効果的と考える回

答が多い傾向にあります。 

・一方で、高校生アンケート調査では、ルール周知と同様に「案内チラシ・ポスターによる

広報」が効果的であると考える回答が多い傾向にあります。 

 

＜ヒアリング＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高校生アンケート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取締の強化 

参考データ：ヒアリング調査結果 

 

案内チラシ・ポスター 

 

参考データ：高校生アンケート調査結果 

 

教育の充実 

教育の充実 

案内チラシ・ポスター 
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2-1-8 その他自転車利用に関する現状 

(1) 茨木市北部地域におけるサイクリングルート、ツアー 

 

 

■安威川サイクリングチャレンジロードマップ 

 
資料：安威川ダムおよび周辺のファンづくり会 情報サイト 

  

・安威川ダムを起点とした 15～46km の４ルートが設定され、それぞれの見どころなどが紹

介されています。 

・2019 年３月にはサイクリングツアーが実施され、自転車の安全教室や交流会なども催され

ました。 



 

 

41 

 第２章 自転車を取り巻く現状と課題 

■いばらきの山とまちをつなぐサイクリングツアー 

  

資料：安威川ダムおよび周辺のファンづくり会 情報サイト 
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 第 2 章 自転車を取り巻く現状と課題 

(2) 観光施設の分布とレンタサイクルの状況 
 

・本市の観光スポットは、平野部の市街地周辺だけでなく山間部においても歴史的な施設 

等を数多く有しており、市内全域に見どころが点在しています。 

・また、主要駅周辺にレンタサイクル※施設が設置されており、現在、観光協会等で利用を 

促進する案内が行われている一方で、現時点において、これら観光スポットを周遊するた

めのサイクリングロード等の位置付けはされていない状況にあります。 

 

■観光施設の分布状況 

 

資料：茨木市観光協会 HP 

■レンタサイクル施設一覧 

名称 最寄駅 利用時間 料金注 7） 

駅リンくん茨木店 JR 東海道本線 茨木駅 6：30～翌 0：00 
400 円／回 

2,400 円／月 

ミディ コミュニティサ

イクル（JR 茨木駅） 
JR 東海道本線 茨木駅 8：00～20：00 

200 円／回 

阪急レンタサイクル 

阪急茨木北駐輪センター 
阪急京都線 茨木市駅 6：30～23：30 

320 円／回 

1,900 円／月 

5,400 円／3 ヶ月 

電動自転車 420 円/時 

ミディ コミュニティサ

イクル （阪急茨木市駅） 
阪急京都線 茨木市駅 8：00～20：00 

200 円／回 

ミディ コミュニティサ

イクル （阪急南茨木駅） 
阪急京都線 南茨木駅 8：00～20：00 

200 円／回 

ハローサイクル 

彩都西駅 
大阪モノレール 彩都西駅 24 時間 

70 円／15 分 

1,000 円／12 時間 

ハローサイクル  

阪大病院前駅 
大阪モノレール 阪大病院前駅 24 時間 

70 円／15 分 

1,000 円／12 時間 

注 7）料金は、R2（2020）.2 時点  
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38.3% 37.4% 13.7% 3.7%6.0%

1.0%

施設の整備・運用について必要と思うこと

自転車通行空間の整備

駅周辺等における駐輪場の増設（容量拡大)

駐輪場の利用料金の見直し

レンタサイクルの充実

その他

無回答

53.0% 24.6% 18.2%
2.6%

1.5%

施設の整備・運用について必要と思うこと

自転車通行空間の整備

駅周辺等における駐輪場の増設（容量拡大)

駐輪場の利用料金の見直し

レンタサイクルの充実

その他

(3) 自転車環境の改善、自転車利用の促進について 

 

■問：自転車環境の改善や自転車利用の促進に向けて、どのような施設の整備・運用が必要だと

お考えですか。 
 

・ヒアリング調査では、自転車環境の改善や自転車利用の促進に向けて、「自転車通行空間※

の整備」が効果的であると考える回答が 38.3％、「駅周辺等における自転車駐車場の増設

（容量拡大）」が 37.4％となっており、通行環境、自転車駐車環境の充実を求める回答が

多い傾向にあります。 

・一方、高校生アンケート調査では、「自転車通行空間の整備」が効果的であると考える回答

が 53.0％であり、回答者全体の半数以上を占めています。 

 

＜ヒアリング＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高校生アンケート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自転車通行空間の整備 自転車駐車場の増設 

参考データ：ヒアリング調査結果 

 

自転車通行空間の整備 

参考データ：高校生アンケート調査結果 
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安全利用に

対する意見

45.6%

通行環境に

対する意見

33.0%

駐輪環境に

対する意見

17.5%

利用促進に

対する意見

2.9%

その他の

意見

1.0%

安全利用に

対する意見

通行環境に

対する意見

駐輪環境に

対する意見

利用促進に

対する意見

その他の

意見

■問：自転車環境の改善や自転車利用の促進に向けて、ご意見やご要望はありますか。 
 

・ヒアリング調査では、自転車の環境改善や利用促進に関する自由意見について、「安全利用

に対する意見」が 45.6％と最も多く寄せられており、次いで「通行環境に対する意見」

が 33.0％寄せられています。 

 

 

＜ヒアリング＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全利用に 

対する意見 

無灯火自転車を無くしてほしい。 

自転車への取締を強化してほしい(特に「ながら運転」)。 

小・中学生の時にしっかりと自転車の交通ルールを教えておいてほしい。 

路上駐車が多くて自転車が通りづらいのを改善してほしい。 

通行環境に 

対する意見 

自転車レーンをもっと増やしてほしい。 

歩道が途切れないようにしてほしい。歩道のデコボコを整備してほしい。 

自転車レーンに車が入ってきたら意味がないので、改善してほしい。 

自転車駐車

環境に対す

る意見 

駅に限らず、自転車駐車場の数が足りない。 

商業施設等に、広さや規模に応じて設置する自転車駐車場の数（台数）を義務化した

らよい。 

JR 茨木駅の自転車駐車場の定期券枠を拡大してほしい(今現在、1 年待ちの状態)。 

利用促進に 

対する意見 

公営で自転車のリサイクルをしてほしい。 

茨木市の広報で、自転車レーンの詳しい場所等をアピールしてほしい。 

モノレールの駅のレンタサイクルをもっと PR すべき。 

 

  

【具体的な意見・要望】 
 

参考データ：ヒアリング調査結果 
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安全利用に

対する意見

24.5%

通行環境に

対する意見

44.9%

駐輪環境に

対する意見

6.1%

その他の

意見

24.5%

意見・要望

安全利用に

対する意見

通行環境に

対する意見

駐輪環境に

対する意見

利用促進に

対する意見

その他の

意見

■問：自転車環境の改善や自転車利用の促進に向けて、ご意見やご要望はありますか。 
 

・高校生アンケート調査では、自転車の環境改善や利用促進に関する自由意見について「通

行環境に対する意見」が 44.9％と最も多く寄せられており、次いで「安全利用に対する

意見」が 24.5％寄せられています。 

 

＜高校生アンケート＞ 

■問：自転車環境の改善や自転車利用の促進に向けて、ご意見やご要望はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全利用に 

対する意見 

車道の自転車レーンで車の路上駐車が多いので、取締を行ってほしい。 

自転車が右側を走るのをやめてほしい（細い道で）。 

ルールがよく分からないので、分かるようにしてほしい。 

夜にはライトをつける。 

通行環境に 

対する意見 

全面的に車道に自転車の走行ゾーンを作ってほしい。 

車がこわい。バイクが自転車レーンを走っているから通れない。 

車が白線をとびだして、赤信号を待っているので通れない。 

自転車で通ってよい道なのかなどの標識をたくさんつけてほしい。 

自転車駐車

環境に対す

る意見 

阪急茨木駅周辺の店に自転車駐車場がない。 

無料駐車スペースの多数配置。 

駅前に自転車をとめたいのに、とめる所がない。料金が高い。 

お金を取る意味が分からない。 

その他の 

意見 

心理的誘導設備を設ける。 

高齢者の運転が下手。 

交通整理してほしい。 

 

 

  

参考データ：高校生アンケート調査結果 

 

【具体的な意見・要望】 
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2-2 茨木市における自転車利用環境に関する現状と課題の整理 

本市における自転車利用環境に関する現状を、以下のように項目ごとに分類したうえで、課題

の抽出を行いました。 

 

■現状と課題の整理（平成 27（2015）年３月時点） 

項目 現状のまとめ 課題 

自転車 

通行環境 

❏自転車事故発生率が近隣市と比較して高い。 

❏自転車関連事故の割合として、出合頭の事故の

割合が多い。 

❏茨木市発着の移動では、自転車利用が最も多く、

全体の交通手段の 1/4 を占める。 

❏平成 27（2015）年度に立命館大学が開学し、

さらに主要プロジェクトとして JR 総持寺駅の

整備、スマートコミュニティの構築等が控えて

いる。 

❏安全で快適な自転車通行空間

が不足している。 

❏新規事業等の影響により、自転

車交通のさらなる需要が想定

されることから、限られた空間

の中で、計画的な自転車通行空

間の整備を図る必要がある。 

自転車 

駐車環境 

❏JR 茨木駅・阪急茨木市駅の駅に近い一部の市営

自転車駐車場で容量が超過している。 

❏JR 茨木駅における市営自転車駐車場は、ピーク

時において自転車駐車需要が目標管理容量を超

過している。 

❏駅周辺における放置自転車は、ピーク時に阪急

茨木市駅が最も多く、その他の複数の駅におい

ても日あたり 100 台を超える放置自転車が確

認されている。 

❏市営自転車駐車の中でも局所

的に集中している自転車駐車

需要を分散させる必要がある。 

❏既存の自転車駐車スペースを

維持したまま、駅周辺全体の自

転車駐車需要の抑制を図る対

策が必要である。 

❏現在実施している放置自転車

対策だけでは不十分といえる。 

交通ルール・

マナー 

❏自転車通行ルールを遵守することでの安全

性や、自転車通行ルールに関する知識が正し

く認知されていない。 

❏ヒアリング調査では、自転車交通ルールの遵

守に向けて必要な取組として「交通ルールの

取締を強化」を望む意見の割合が多い。 

❏高校生アンケート調査では、「案内チラシ・

ポスターによる広報」を望む意見の割合が

多い。 

❏交通ルールに関する正しい

知識の周知やルール遵守、

意識の醸成を図ることが必

要である。 

❏自転車に対する取締等が必

要である。 

自転車の利用

促進 

❏茨木市は、市内全域に見所が点在しており、

数多くの観光スポットを有しているが、これ

ら観光スポットを周遊するためのサイクリ

ングロード等の位置付けはされていない。 

❏自転車は駅端末交通手段として利便性が高

く、本市の交通状況・地形的条件からも、主

要駅からの移動に適している。 

❏観光施設への自転車の積極

的な利用を図るためのツー

ルが不足している。 

❏自動車利用を抑制し、公共

交通機関等を用いた交通へ

の転換が必要である。 
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2-3 茨木市におけるこれまでの主な取組 

2-3-1 自転車通行空間の整備 

 

 

 

 

① 府道大阪高槻京都線 

 

 

②、③ＪＲ茨木－阪急茨木市駅間 

 

 

④立命館大学周辺 

 

 

・本計画に基づく計画延長約 62km の自転車通行空間の整備が進められています。 

・中間見直し時点では、市道の整備予定箇所の約 50％が整備済みとなっています。 

① ② ③ 

④ 

中間見直し時点（R2（2020）.３） 
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2-3-2 放置自転車対策 
 

・本市では、自転車駐車環境改善のため、放置自転車の撤去活動や啓発・指導、自転車を放

置しにくくする対策等を行っているほか、路上自転車駐車場の整備を実施しています。 

 

①放置自転車撤去活動の実施 

 
放置自転車保管事務所への移動 

 

 

②自転車の放置に対する啓発・指導の実施 

 
放置自転車に対する警告シールの貼り付け 

 

 

③自転車を放置しにくくする対策 

 
看板・路面標示設置による放置禁止区域の周知 

 

 

④路上自転車駐車場の整備 

 
阪急茨木西口自転車駐車場の整備 

 

 
ＪＲ茨木駅前広場自転車駐車場の整備 
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2-3-3 交通安全教室・啓発活動の実施 
 

・本市では、様々な年齢層を対象に自転車をはじめ、交通安全に関する教育活動や、マナー

アップのための啓発活動を実施しています。 

 

①保育園・幼稚園児対象 

 
交通安全講話 

②小学生対象 

 
ヘルメットを着用しての運転 

③高校生対象 

 
自転車通学運転免許証講習会 

 

 

④高齢者対象 

 
葦原老人福祉センターでの講習 

 

 
自転車を持ち込んでの安全点検の実演 

⑤啓発活動の実施 

 
自転車に対する指導・取締 

 

 

実施内容（平成 26（2014）年度） 

○自転車通学運転免許証講習会 

・大阪府立北摂つばさ高校 

○交通安全講習（自転車編） 

・茨木工科高等学校 

・関西大倉高等学校 

・早稲田摂陵高等学校 

・茨木工科高等学校 
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茨木市の自転車安全教育・啓発の取り組み（ライフステージ別）（令和元年度の実施状況） 
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計画の目標と基本方針
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第 3 章 計画の目標と基本方針 

3-1 基本理念 

茨木市自転車利用環境整備計画の基本理念を整理するにあたり、茨木市総合交通戦略に

おける自転車の位置付けも踏まえ、都市内移動における各種の交通手段との連携を見据え

ます。 

茨木市総合交通戦略では将来的な交通体系として、自動車に過度に依存しない、人と環境

にやさしく安全な交通環境の構築という基本方針を掲げており、高齢者など交通弱者の移

動手段の中心となる公共交通を基本としつつ、徒歩や自転車の通行環境を改善することで、

自動車に依存しなくても安全で快適に移動できる、環境負荷の小さい交通環境の構築を目

指しています。 

こうした中で、本市の市内移動は、自転車利用が約１/４を占めており、代表的な交通手

段となっています。一方で、自転車に関連する交通事故の多さや、自転車利用者の交通ルー

ルの違反・マナーの欠如が問題となっており、自転車利用の安全性を高めることが欠かせな

い要素であると考えています。 

以上の背景を踏まえ、茨木市自転車利用環境整備計画の基本理念を以下のように掲げ、各

種取組の展開を図ります。 

 

 

■茨木市自転車利用環境整備計画の基本理念 

 

  

自転車通行空間の整備をはじめ、自転車乗用中の交通ルールの遵守やマナーの

向上等により、安全・安心で快適な自転車利用環境の創出を図るとともに、自転

車関連事故件数を減少させることで、誰もが「住みやすい・移動しやすい」と実

感できるまちづくりを目指します。 
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3-2 計画の目標（数値目標）とその達成度 

本計画における達成度を検証するため、計画期間である 10 年間の中で目指す目標を以

下のように設定します。数値目標は、概ね 5 年後に達成度を検証し、評価指標の状況を把

握し、目標の達成に向け一部の取組の見直しを行います。 

 

■（当初）28.4%  →（中間）28.4%  →（目標）32.0%  
  中間見直し時の達成度 0.0％（対最終年） 

 

注 8）平成 26（2014）年度茨木市総合交通戦略にて、交通施策の評価指標として用いられている市民アン

ケート調査結果（平成 24（2012）年）の値を採用しています。アンケート調査の概要や数値の詳細

は、参考資料１に記載しております。 

 
■（当初）2.04 件/千人･年  →（中間）1.01 件/千人･年  →（目標）1.83 件/千人･年 
  中間見直し時の達成度 490.5％（対最終年） 

 

 
■（当初）871 台/日  →（中間）190 台/日  →（目標）784 台/日 
  中間見直し時の達成度 782.8％（対最終年） 

  

【目標１】自転車の道路利用満足度の向上 

【目標 2】自転車関連事故件数の減少 

【目標 3】放置自転車台数の減少 

【評価指標の把握方法】 

・茨木警察署提供値 

【目標値設定の考え方】 

・自転車に関わる事故の 

抑制に向けて、現況値を 

約１割減少させる。 

【評価指標の把握方法】 

・市民アンケート調査注 8） 

【目標値設定の考え方】 

・市民が自転車利用環境の

変化を実感できるよう現

況値を約１割向上させる。 

【評価指標の把握方法】 

・現地実測調査 

【目標値設定の考え方】 

・駅周辺の快適な利用が 

実感できるよう現況値を 

約１割減少させる。 

581 台改善 

 

■中間指標値横ばいに伴い 
3-5 重点取組施策にて取組方針を明確化 

横ばい 

■目標達成済み 

■目標達成済み 

1.03 件改善 
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3-3 目標の実現に向けた基本方針と計画の４つの柱 

計画の目標を実現するために５つの基本方針を整理したうえで、自転車の持つ要素であ

る「はしる」「とめる」「まもる」「つかう」を計画の４つの柱として設定し、施策体系別に

整理していきます。これら４つの柱が相互に関連し、連携することで、より良い自転車利用

環境の創出を目指します。 

 

 

■基本方針と計画の４つの柱 

 

  

地域の課題やニーズに応じた自転車ネ

ットワークを整備することにより、快適

性・利便性の向上を図ります。 

基本方針① 

自転車通行空間の整備により、歩行者・

自転車・自動車のそれぞれの通行空間を

明確にすることで、自転車関連事故を防

止し、安全な自転車利用環境の創出を図

ります。 

自転車駐車場の適正な配置により、便利

で使いやすい自転車駐車環境の創出を

図るとともに、自転車駐車マナーの啓発

に努めます。 

歩行者・自転車・自動車利用者の交通ル

ールの周知徹底と利用マナーの啓発に

より、思いやりのある環境を目指しま

す。 

使いやすい自転車の利用環境を整備し、

自転車利用を促進することで、市内の回

遊性を高め、中心市街地や観光地の活性

化を図ります。 

基本方針② 

基本方針③ 

基本方針④ 

基本方針⑤ 

通行環境 

“はしる” 

自転車駐車

環境 

“とめる”

安全利用 

“まもる” 

利用促進 

“つかう” 
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3-4 施策体系 

中間見直しにおいて、２つの追加施策と４つの追加取組を新たに位置付けました。 

 

■計画の４つの柱と施策体系別の取組内容 

柱 施策体系別の取組内容 

１．通行環境“はしる” 
 
・安全快適な自転車
通行空間を形成す
る自転車ネットワ
ーク路線等の整備 

［施策１］自転車ネットワーク路線※の整備 
取組 1１：優先整備対象路線の整備 
取組 1２：その他整備対象路線の整備 

［施策２］自転車ネットワーク路線以外の安全対策 
取組 1３：自転車指導線※の整備 

２．自転車駐車環境 
“とめる”  
 
・市内主要駅を中心
とした自転車駐車
環境の整備及び放
置自転車対策の実
施 

［施策３］JR 茨木駅・阪急茨木市駅付近の自転車駐車場の効率的な活用 
取組 1４：自転車駐車場満車時における他の市営自転車駐車場への誘導 
取組 1５：利用状況に応じた料金体系の見直し 
取組 1６：民間事業者(鉄道事業者等)の既存自転車駐車場の有効活用 

［施策４］JR 茨木駅における自転車需要の抑制 
取組 1７：自転車の共同利用による自転車需要の抑制 

［施策５］阪急茨木市駅周辺等の放置自転車対策の展開 
取組 1８：民間事業者（商店街等）と連携した放置自転車対策の実施 
取組 1９：放置自転車撤去活動の継続的な実施 
取組 10：自転車の放置に対する啓発の徹底 
取組 11：自転車を放置しにくくする工夫 
取組 12：放置自転車が多い箇所を対象に路上自転車駐車場を増設 
取組 13：自転車駐車場へ誘導するための路面標示や案内標識等の設置 

３．安全利用“まもる” 
 
・事故減少に向け、交
通安全性を高める
ための施策展開 

［施策６］ルール周知、マナー向上、リスク対策 
取組 14：自転車通行ルールの周知、マナー向上の徹底 
取組 15：ルール遵守に向けたインセンティブの付加 
取組 16：自転車事故に対するリスク対策の周知  
追加取組１：安全性を備えた自転車の供給 

［施策７］自転車利用者に対する指導・取締、啓発活動の実施 
取組 17：自転車利用者に対する指導・取締の充実 
取組 18：啓発活動の担い手の育成 

４．利用促進“つかう” 
 
・自転車の利用しや
すい環境を提供し、
自転車利用を促進 

［施策８］茨木市民や来訪者に対する自転車利用環境の向上 
取組 19：自転車通行マップの作成 
取組 20：自転車用看板の設置、サイクリングコースの検討 

［施策９］自動車利用から公共交通機関等への転換 
取組 21：モビリティマネジメント※による自転車利用促進 
取組 22：来訪者によるレンタサイクル、コミュニティサイクル※の活用

促進策の検討 

［追加施策１］自転車を利用した健康増進 
追加取組２：自転車を利用した健康づくりに関する広報啓発の推進 
追加取組３：自転車通勤の推奨 

［追加施策２］災害時における自転車の活用推進 
追加取組４：自転車を活用した地域社会の安全・安心の向上 

※網掛け箇所が中間見直し時点の追加施策、取組 
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3-5 重点取組施策について 

茨木市における自転車利用環境向上に向け、本計画策定時からハード面・ソフト両面から

の整備に取り組んでまいりました。 

しかしながら、中間見直し時において、本計画の数値目標である「【目標１】自転車の道

路利用満足度の向上」が策定時から横ばいとなっています。 

整備が進捗しているにも関わらず満足度の進捗が滞っている要因については、自転車に

関する法改正やルールの厳格化により、自転車利用者自身の不満、歩行者など他の交通手段

の方からルールを守らない・知らない自転車に対する不満等があると考えています。 

よって、計画最終年度へ向けた「【目標１】自転車の道路利用満足度の向上」への対応と

して、以下に示す取組施策を重点強化します。 

 

取り組み施策 強化方針 

取組 14：自転車通行ルールの周知、

マナー向上の徹底 

 自転車通行ルールの周知や教育を自転車利用者か

ら自動車利用者や歩行者に拡大することで、全体

的な満足度向上をはかる。 

 ホームページ等での周知を強化する。 

取組 17：自転車利用者に対する指

導・取締の充実 

 増加傾向にあると思われるスマホながら運転等に

対する指導・啓発を強化する。 

 スポーツバイク利用者にむけて、歩行者や自動車

の多いエリアでの走行速度やマナーに対する指

導・啓発を強化する。 
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自転車利用環境整備に

向けた取組
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第 4 章 自転車利用環境整備に向けた取組 

4-1 自転車ネットワーク路線の選定 

第３章では、本市の自転車利用環境を向上させていくため、基本方針と計画目標を設定

し、目標達成に向けた５つの基本方針を整理したうえで、計画の４つの柱と施策体系別の

取組内容を設定しました。 

施策体系別の取組内容を実施していくうえでは、自転車の連続した通行空間の面的な構

築が必要となるため、自転車利用環境向上に向けた取組の前提として、自転車ネットワー

ク路線の選定を行います。 

 

安全で快適な自転車利用環境を効果的・効率的に整備するため、まず市内における自

転車ネットワーク路線を選定します。 

さらに、計画期間内において優先的な整備が望ましい自転車ネットワーク路線を選定し、

優先整備対象路線として位置づけます。 

 

自転車ネットワーク路線の選定については、「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラ

イン」（国土交通省道路局、警察庁交通局 H24（2012）.11）を参考に、本市の特徴や、

市の抱える課題やニーズを踏まえて行いました。以下に自転車ネットワーク路線の選定手

順と、選定に際して検討した内容を示します。 

 

■自転車ネットワーク路線の選定及び整備形態の選定手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（３）整備形態の選定注 9）（P.71） 

・交通状況を踏まえた整備形態の検討 

・整備の可能性の検討 

・整備可能な当面の整備形態の検討 

（２）整備形態の検討（P.67） 

・自転車ネットワーク路線の選定 

・優先整備対象路線・整備対象路線の選定 

（１）自転車ネットワーク路線の選定（P.59） 

注 9）本計画では、優先整備対象路線の整備形態について選定を行っております。 
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(1) 自転車ネットワーク路線の選定 

既存の道路や計画中の道路から、計画の目標達成のために必要となる、面的な自転車ネッ

トワークを構成する路線を、自転車ネットワーク路線に選定しました。選定にあたっては、

以下に示す①～⑤に該当する５つの路線を適宜組み合わせて自転車ネットワーク路線に資

する路線を選び、これらの路線に対して、選定要件⑥で連続性を確保し、面的に広がる自転

車ネットワーク路線を設定します。 
 

■前提手順            ■選定要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選定 

要件① 

地域内における自転車利用の主要路線としての

役割を担う、公共交通施設、学校、地域の核とな

る商業施設及びスポーツ関連施設等の大規模集

客施設、主な居住地区等を結ぶ路線 

選定 

要件② 

自転車と歩行者の錯綜や自転車関連の事故が多

い路線の安全性を向上させるため、自転車通行空

間を確保する路線 

選定 

要件③ 

地域の課題やニーズに応じて自転車の利用を促

進する路線 

選定 

要件④ 

自転車の利用増加が見込める、沿道で新たに施設

立地が予定されている路線 

選定 

要件⑤ 

既に自転車の通行空間（自転車道※、自転車専

用通行帯※、自転車専用道路）が整備されてい

る路線 

選定 

要件⑥ 

その他自転車ネットワークの連続性を確保す

るために必要な路線 

基本路線の整理 

選定要件①～⑤により路線

を選定し適宜組み合わせる 

選定要件⑥による、非連続

区間を接続する 

自転車ネットワーク路線 
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【自転車ネットワーク基本路線の設定】                          

国道、府道、都市計画道路、主要な市道など主な幹線道路を基本路線として設定します。

これらの路線は、選定要件に従い自転車ネットワーク路線を選定するうえでベースとなる

路線で、自転車通行空間の整備に必要な幅員等の確保が現実的に可能である道路となりま

す。 

 ■自転車ネットワーク基本路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【選定要件①】 公共交通施設、学校、地域の核となる商業施設、主な居住地を結ぶ路線    

基本路線から、居住地、駅、施設等を連絡する路線を選定します。また、基本路線以外か

ら、市民施設（図書館、運動施設等）、商業施設、医療施設、教育施設等へのアクセスを考

慮し、その他の路線から追加候補を選定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市域界

新幹線

鉄道（JR）

その他鉄道

高速道路

道路種別

国道

主要地方道

一般府道

都市計画道路

都市計画道路（現道なし）

その他の道路（DRM基本道路）

凡　　　例

道路種別

自転車ネットワーク候補路線

自転車ネットワーク候補路線（現道なし）

その他の路線（現道あり）

その他の路線（現道なし）

基本路線以外の候補路線

施設

行政施設

市民施設（図書館、運動施設等）

大型小売店

病院

教育施設（中学・高校・短大・大学）

史跡、古墳

公園

　内　茨木緑地

市営自転車駐車場

主な居住地

凡　　　例
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【選定要件②】自転車関連の事故が多い路線                        

「基本路線」を対象に自転車関連の事故が多い路線（１ｋｍ当たり 10件以上）を抽出し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【選定要件③】地域の課題やニーズがある路線                       

茨木市総合交通戦略（平成 25 年度）で自転車通行空間の整備や検討の位置付けがある路

線、ヒアリング調査やパーソントリップ調査※結果からみた自転車利用ニーズのある路線を

抽出します。 

■茨木市総合交通戦略での位置付けがある路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路種別

自転車関連の事故が多い路線

その他の路線（現道あり）

その他の路線（現道なし）

凡　　　例

道路種別

上位計画該当路線（現道あり）

上位計画該当路線（現道なし）

その他の路線（現道あり）

その他の路線（現道なし）

交通戦略で位置付けがある区間

凡　　　例
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 ■ヒアリング調査におけるニーズがある路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■パーソントリップ調査結果から自転車利用のニーズがあると想定される路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②

②

①

③

①

③

①

①

②

⑦

⑥

①

④

⑨

⑨ ④

①
⑥

⑦

②

⑧

⑧

⑤

③

⑤
③

道路種別

ニーズがある路線

その他の路線（現道あり）

その他の路線（現道なし）

施設

駅

商業施設

公共施設

医療施設

凡　　　例

商業施設

① フーズマーケットサタケ大池店

② アル・プラザ茨木

③ イオン茨木ショッピングセンター

④ 平和堂真砂店

⑤ 阪急オアシス 茨木駅前店

⑥ イオン新茨木店

⑦ 阪急オアシス総持寺店

⑧ 阪急オアシス南茨木店

⑨ 阪急オアシス東奈良店

公共施設

① 茨木市役所

② 市立中央図書館

③ 市民体育館

病院

① 済生会茨木病院

三井ショ ッピングモール

ガンバスタジアム

市域外の拠点（吹田市）
＜万博記念公園周辺＞

市域外の拠点（高槻市）

＜JR摂津富田駅、阪急富田駅＞

市域外の拠点（摂津市）
＜JR千里丘駅、阪急摂津市駅等＞

道路種別

自転車ネットワーク候補路線

自転車ネットワーク候補路線（現道なし）

その他の路線（現道あり）

その他の路線（現道なし）

施設

市外新規施設

茨木 小学校区

凡　　　例

候補路線のうち隣接市との連携を図って
いく必要がある路線

（仮称）エキスポランド

跡地複合施設開発事業 
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【選定要件④】沿道に新たに施設立地が予定されている路線                 

新たな施設立地計画により、不特定多数の自転車利用が想定される路線を抽出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【選定要件⑤】既に自転車通行空間が整備されている路線                  

現在、既に自転車レーンなどが設置されている路線を抽出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
. 

道路種別

新規沿道施設の接続路線

その他の路線（現道あり）

その他の路線（現道なし）

新たな立地施設

凡　　　例

立命館大学

JR 総持寺駅

スマートコミュニティ

立命館大学

JR総持寺駅

スマートコミュニティ

（仮称）エキスポランド跡地

複合施設開発事業 

道路種別

自転車レーン等あり

その他の路線（現道あり）

その他の路線（現道なし）

凡　　　例



 

 

64 

 第 4 章 自転車利用環境整備に向けた取組 

【選定要件⑥】自転車ネットワークの連続性を確保するために必要な路線           

隣接市との連携を図っていく必要がある路線、ネットワークの連続性を確保のため必要

となる路線を抽出します。 

■隣接市との連携を図っていく路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■連続したネットワークを確保するための路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道路種別

隣接市との連携を図っていく必要がある路線

その他の路線（現道あり）

その他の路線（現道なし）

凡　　　例

道路種別

その他自転車ネットワークの連続性
を確保するために必要な路線

その他の路線（現道あり）

その他の路線（現道なし）

凡　　　例



 

 

65 

 第４章 自転車利用環境整備に向けた取組 

 

 

選定要件①～⑥に該当する路線について、道路管理者へのヒアリングや交通の実態を踏まえ、

効率的で効果的なネットワークを構成すべき路線を適宜組み合わせることにより、自転車ネット

ワーク路線を下図のように設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市域界

新幹線

鉄道（JR）

その他鉄道

高速道路

道路種別

自転車ネットワーク路線

隣接市との連携を図っていく
必要がある路線

凡　　　例

【自転車ネットワーク路線の選定】 
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自転車ネットワーク路線のうち、特に優先して整備を取組んでいく必要のある路線を「優

先整備対象路線」として選定しました。 

選定にあたっては、歩行者と自転車の安全性と利便性を効果的に高めるため、利用者の多

い主要駅であるＪＲ茨木駅、阪急茨木市駅、南茨木駅、総持寺駅周辺を中心に、バリアフリ

ー基本構想で検討している重点整備地区の範囲をベースに、駅へアクセスする路線を抽出

しました。また、市道宿久庄二丁目安威一丁目線は、周辺に高校、大学等の学校施設が多く、

通学のための自転車利用が多い状況であるため自転車ネットワーク優先整備対象路線とし

て位置付けています。 

その他整備対象路線については、優先整備対象路線の整備状況を踏まえ、将来的に順次整

備路線を拡大し、連続した自転車ネットワークの形成を進めます。 
 

■自転車ネットワーク路線における優先整備対象路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

優先整備対象路線

整備対象路線

隣接市との連携を図っていく
必要がある路線

凡　　　例

【優先整備対象路線・整備対象路線の選定】 
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(2) 整備形態の検討 

自転車ネットワーク路線の整備にあたっては、交通状況を踏まえ、自転車や歩行者の通行

の安全を確保するために、道路の一部を自動車交通から分離するなど、３つの整備形態（自

転車道、自転車専用通行帯、自転車レーン(車道混在型)）を設定し、整備を図っていくこと

とします。 

 

 

■自転車通行空間の整備形態の選定の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自転車と 

自動車の分離 

交通状況を 

踏まえた整備 

形態の選定 

目安 

整備形態 

Ａ 

自動車の速度が 

高い道路 

 

構造的な分離 

規制速度が

60km/h 以上 

自転車道 

Ｂ 

Ａ，Ｃ以外の道路 

 

 

構造的な分離 

視覚的な分離 

Ａ，Ｃ以外の道路 

Ｃ 

自動車の速度が 

低く、自動車交通 

量が少ない道路 

構造的な分離 

視覚的な分離 

車道混在 

規制速度が

40km/h 以下かつ

自動車交通量が

4,000 台以下 

自転車道 

自転車専用通行帯 

自転車レーン 

自転車道 

自転車専用通行帯 
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【自動車速度が高い道路Ａ】の整備形態の選定の考え方                   

 

自動車の速度が高い場合、自転車の安全性を考慮し、構造的な分離を図っていく必要があ

ります。 

◇規制速度60km/h以上の場合、構造分離が必要となり、自転車道の設置を検討します。 

◇自転車の通行空間が 1.5ｍから 2.0ｍ以上確保できる場合は、自転車道を設置します。 

幅員の確保が難しい場合は、代替路の選定またはソフト対策を行います。 

基本的に自転車通行空間の整備は、構造分離である自転車道の整備を目標に進めますが、

規制速度が 60km/h 未満の場合、または速度抑制により規制速度を 60km/h 未満に下げ

ることが出来る場合は、自転車専用通行帯や自転車レーンも整備形態の候補とし、検討を行

います。 

 

 

■自動車速度が高い道路Ａにおける整備形態の選定の考え方 

 

 

 

  

Ａ 

自動車の速度が高い道路 
構造的な分離 整備形態：自転車道 

●交通量や規制 

 速度抑制の検討 

●道路空間の再配分

を加味した整備形

態の検討 

●整備が困難な場合

の当面の整備形態

の検討 

●整備形態 

・規制速度60km/h以上 

通行空間 1.5～2.0m 

以上確保 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

自転車道 

ＮＯ 
Ｂ 

Ａ，Ｃ以外の道路 

ＮＯ 

Ｃ 

自動車の速度が低く、 

自動車交通量が少ない道路 

代替路の選定、 

又はソフト対策 
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【A、C以外の道路 B】の整備形態の選定の考え方                      

 

規制速度 50km/h 以上の道路については、基本的に、通行空間が十分に確保できる場

合は、自転車道の設置を検討しますが、通行空間の関係から自転車道の設置が難しい場合

は、自転車専用通行帯の整備を目指します。 

通行空間として 1.0ｍから 1.5ｍを確保できる場合は、自転車専用通行帯の整備を実施

し、幅員の確保が難しい場合は、代替路の選定又はソフト対策を行います。 

また、自転車専用通行帯の整備が難しい場合は、車道混在型の整備手法である自転車レ

ーンの設置についても検討します。 

車道混在型が可能な道路規格としては、目安として規制速度の 40km/h 以下かつ交通

量 4,000 台以下の道路とします。 

 

 

■A、C以外の道路 Bにおける整備形態の選定の考え方 

 

 

 

  

Ｂ 

Ａ，Ｃ以外の道路 

構造的な分離 

視覚的な分離 
整備形態： 

ＹＥＳ 

通行空間 

1.5～2.0m 

以上確保 

ＹＥＳ 

自転車道 

ＮＯ 

自転車専用 

通行帯 

ＮＯ 通行空間 

1.0～1.5m 

確保 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

●交通量や規制 

 速度抑制の検討 

●道路空間の再配分

を加味した整備形

態の検討 

●整備が困難な場合

の当面の整備形態

の検討 

Ｃ 

自動車の速度が低く、 

自動車交通量が少ない道路 

・規制速度50km/h以上 又は 

・自動車交通量4000台超 

代替路の選定、 

又はソフト対策 

●整備形態 

自転車道 

自転車専用通行帯 
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【自動車の速度が低く、自転車交通量が少ない道路Ｃ】の整備形態の選定の考え方       

 

規制速度４0km/h 以下かつ交通量 4,000 台以下の道路については、自転車レーンの

設置が可能となります。 

Ａ，Ｂの道路規格と同じく、自転車の通行空間が十分確保できる場合は、自転車道や自

転車専用通行帯の設置を検討しますが、これらの設置が難しい場合については、代替路の

選定又はソフト対策を行います。 

自転車レーンは、通行空間が、0.7ｍから 1.0ｍ以上を確保可能であれば整備可能であ

り、現在ＪＲ茨木駅と阪急茨木市駅を結ぶ市道駅前一丁目学園南線や、イオン茨木ショッ

ピングセンター付近もこの自転車レーンによる整備を行っています。また、このＣの道路

規格で、幅員の確保が難しい場合については、自転車指導線（P.76）による暫定的な整

備を図ります。 

 

 

■自動車の速度が低く、自転車交通量が少ない道路Ｃにおける整備形態の選定の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｃ 

自動車の速度が低く、 

自転車交通量が少ない道路 

構造的な分離 

視覚的な分離 

車道混在 

整備形態： 

●交通量や規制 

 速度抑制の検討 

●道路空間の再配分

を加味した整備形態

の検討 

ＹＥＳ 

自転車道 

通行空間 

1.5～2.0m 

以上確保 

ＹＥＳ 

自転車専用 

通行帯 

通行空間 

1.0～1.5m 

確保 

ＮＯ 

自転車レーン 

（車道混在型） 

ＮＯ 

通行空間 

0.7～1.0m 

確保 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

●整備形態 

代替路の選定、 

又はソフト対策 

自転車道 

自転車専用通行帯 

自転車レーン 

・規制速度40km/h以下 

・自動車交通量4000台以下 
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(3) 整備形態の選定（優先整備対象路線） 
 

整備にあたっては、前述の整備形態の選定の考え方を基本としながら、今後、路線ごと

の交通量や実際に走行している車両の状況を踏まえつつ、警察や各道路管理者と協議の

上、決定していきます。 

 

 

 

■優先整備対象路線における整備形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

構造的分離（自転車道）

視覚的分離（自転車レーン）

視覚的分離（暫定的な整備）

凡　　　例

※道路交通状況、関係機関との
協議により、整備形態を変更
する可能性があります。 

注 10）中央環状線は、規制速度が 60km/h であるものの構造的に分離された自転車道

ではなく、歩道内に通行位置を明示した整備であることから、暫定整備と位置づけ

ています。 

構造的分離（自転車道）

視覚的分離（自転車レーン）

視覚的分離（暫定的な整備）

凡　　　例

注 10） 
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4-2 通行環境“はしる”について 

選定した自転車ネットワーク路線に対し、現状の道路構造や交通量等を踏まえたうえで、

自転車通行空間の整備を図ります。また、整備対象路線に優先順位をつけ、計画的に整備を

実施することで、より効果的・効率的な自転車利用環境の創出を目指します。 

 

 
設定した「優先整備対象路線」と「整備対象路線」について、「安全で快適な自転車利用

環境創出ガイドライン」（国土交通省道路局、警察庁交通局 平成 24 年 11 月）や「大阪

府自転車通行空間法定外表示 実施要領」（大阪府道路交通環境安全推進連絡会議 平成

25 年４月）に基づき整備手法を検討し、自転車通行空間の整備を図ります。 

取組１：優先整備対象路線の整備 
取組２：その他整備対象路線の整備 

 

 

 

 

  

［施策１］自転車ネットワーク路線の整備 

・本計画の計画期間内に、効率的・効果的な整備を実施するために、優先的に取組むべき

「優先整備対象路線」において整備を図ります。 

取組１：優先整備対象路線の整備 

・その他整備路線について、優先整備対象路線の整備の進捗状況を確認しながら、整備形

態を検討し、整備を進めます。 

取組２：その他整備対象路線の整備 
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・自転車レーンは、車道混在型で

はあるが自転車専用通行帯と同

程度の構造を有し、自転車が歩

行者と自動車から空間的に分離

された通行空間となります。 

・なお、法的には指定されておら

ず、車両の停車やバスの乗り降

りが可能となっています。 

・自転車レーンの幅員は、0.7ｍ以

上※、可能であれば 1.0ｍ確保す

るものとします。 

 

1.0ｍ以上

民地

自転車専用通行帯

車
道

歩
道

車
道

自
転
車
専
用

通
行
帯
と
同
程

度
の
構
造

0.7m以上

 

2.0ｍ以上

自転車道
民地

歩
道

自
転
車
道

車
道

2.0m以上

自転車

1.0ｍ以上

民地

自転車専用通行帯

歩
道

自
転
車
専
用

通
行
帯

車
道

1.5m以上

自転車

 

（参考 1）自転車ネットワーク路線における整備手法 
 

自転車道の整備手法                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省道路局、警察庁交通局 H28（2016）.７） 

 
 

自転車専用通行帯の整備手法                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省道路局、警察庁交通局 H28（2016）.７） 

 
 

自転車レーン（車道混在型）の整備手法                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通行空間は 0.7m 以上※ 

（1.0m 以上が望ましい） 

歩行者と自動車から空間的

に分離された通行空間 

 

 

写真：市道駅前一丁目学園南線（茨木市） 

 

参考：大阪府自転車通行空間法定外表示 実施要領（大阪府道路交通環境安全推進連絡会議 H25（2013）.４） 

 

・自転車道は、自転車が歩行者と自

動車から物理的に分離するもの

で、法的に指定された通行空間と

なります。 

・自転車道の整備に必要となる幅

員は、２ｍ以上、やむを得ない場

合は 1.5ｍまで縮小ができます。 

 

歩行者と自動車から物理的

に分離された通行空間 

 

 

通行空間は 2.0m 以上（やむを得

ない場合 1.5mまで縮小可能） ※一方通行の自転車道の整備事例 

・自転車専用通行帯は、自転車が

歩行者と自動車から空間的に分

離するもので、法的に指定され

た通行空間となります。 

・自転車専用通行帯に必要となる

幅員は、1.5ｍ以上とし、やむを

得ない場合は 1.0ｍまで縮小が

できます。 

通行空間は 1.5m 以上（やむを得

ない場合 1.0mまで縮小可能） 

歩行者と自動車から空間的に分

離され、法的に指定された形態 

 

 

自転車

※ 

※ 平成 29（2017）年３月の実施要領において、0.75m 以上に改定 
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【特殊部】交差点部の整備手法                              

交差点部の自転車の安全な通行を図るための表示方法としては、次の3種類があげられます。 

（ⅰ）自転車の直進性の確保及び進行方向の明確化 

・横断歩道に隣接する格好で自転車横断帯を設けないことにより、自転車の直進性の確保及

び進行方向を明確に示し安全性を高めます。 
 

（ⅱ）二段階右折時の安全対策 

・歩道を切り込み、交差点内に二段階右折時の自転車滞留スペースを確保することで、車両

との接触の防止を図ります。 
 

（ⅲ）左折巻き込みに対する安全対策 

・自転車の停止線標示を前出し、自転車を自動車から視認させることにより、左折車両の巻

き込み防止を図ります。 
 

■交差点部の自転車通行表示手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自転車通行表示の配置例 

 

■ピクト表示※1、矢羽※2の規格 

 

 

 

 
 

単路部

交差点内

（ⅰ）交差点部に「自転車

横断帯」を設置しない 

 

 

矢羽根の間に配置 

 

 

矢羽根を一つ抜いて配置 

 

 

参考データ：大阪府自転車通行空間法定外表示 実施要領（大阪府道路交通環境安全推進連絡会議 H25（2013）.４） 

 

参考データ：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン

（国土交通省道路局、警察庁交通局 H24（2012）.11） 

（ⅲ）停止線を自転車 1 台分程度

前に出し、左折巻き込みを防止 

1～2ｍ程度 （ⅱ）歩道を切り込むことに

より、交差点内に二段階右折

時の自転車の滞留スペース

を確保 

0
.7

m

1.0m 0.8m

0
.7

～
1
.0

m

1.0～1.5m

※1 

※2 

※1 平成 29（2017）年 3 月の実施要領において、ピクトグラム

の向き、幅（0.75m 以上）、及び長さ（1.0ｍ以上）に改定 

※2 平成 29（2017）年 3 月の実施要領において、0.75m 以上

に改定 

※1 
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【特殊部】バス停部の整備手法                              

バス停部における自転車通行空間の表示方法については、次の考え方に基づき、自転車通行

空間の整備形態の違いに対応した表示を行うこととします。 

＜基本的な考え方＞ 

・自転車とバス乗降客との交錯や、自転車が停車中のバスを追い越すことによる事故の危険

の防止を図ります。 

 

 

（ⅰ）構造的分離となる自転車道の場合 

・下図のような表示を行うことで、バス停車時の乗降客との交錯の防止を図ります。 

 

 

 

 

（ⅱ）視覚的分離となる自転車専用通行帯、自転車レーンの場合 

・下図のような表示を行うことで、自転車の停止を促す注意喚起によりバスの追い越しの防

止を図ります。 

 

 

 

参考データ：大阪府自転車通行空間法定外表示 実施要領（大阪府道路交通環境安全推進連絡会議 H25（2013）.4）  

 

 

■堺市内の事例写真 

 

  

自転車道
 

路面標示の注意喚起により、 

バス乗降客との交錯を防止 

 

バス停を明確化する路面標示 

 

自転車の停止を促す注意喚起 

により、バスの追い越しを防止 

自転車
専 用
通行帯

自転車ﾚｰﾝ
自転車指導線
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自転車ネットワーク路線に位置づけられていない事故多発路線や生活道路等について、

以下の取組を実施します。 

取組３：自転車指導線の整備 

 
注 11）取組の詳細は、自転車駐車環境“とめる”に記載  

（参考 2）自転車ネットワーク路線以外の路線における整備手法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■細街路との交差部における自転車指導線の設置例 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自転車の停止を促す法定外表示等の整備事例 

 

 

 

 

 

  

［施策２］自転車ネットワーク路線以外の安全対策 

・本計画の計画期間内に、効率的・効果的な整備・事故多発路線への設置 

・生活道路への設置 

・交差点対策 

・自転車ネットワーク路線と自転車駐車場を結ぶ路線への設置注 11） 

取組３：自転車指導線の整備 

備 

1.0ｍ以上

民地

自転車専用通行帯

1.0ｍ以上

民地

自転車専用通行帯

車
道

青色線による明示

自転車

・自転車指導線は、主に自転車が

通行する位置や方向、車列の整

理などのために設置するもの

であり、自転車ネットワーク路

線以外の事故多発路線や生活

道路等及び、自転車駐車場への

誘導等に効果があると考えて

います。 

 

通行空間を0.7m以上確保で

きない場合、青色線で明示 

自転車と自動車が混在する形態 

 

 

写真：京都府綾部市 

 

参考データ：大阪府自転車通行空間法定外表示 実施要領（大阪府道路交通環境安全推進連絡会議 H25（2013）.４） 
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4-3 自転車駐車環境“とめる”について 

自転車の利用環境を高めるためには、自転車で向かう目的地となる場所に、きちんと自転

車を駐車できるようにすることが重要となります。 

自転車が集中する市内主要駅を中心とした自転車駐車スペースの確保と、放置自転車を

減少させる対策の展開により、歩行者の妨げとなり都市景観を悪化させる自転車の放置防

止を目指します。 

 

 
JR 茨木駅・阪急茨木市駅の駅に近い市営自転車駐車場で容量超過している施設がありま

す。現況で示したように、ＪＲ茨木駅、阪急茨木市駅については、現況将来ともに物理的容

量で見ると需給バランスが満足している状況にありますが、駅に近いほど自転車駐車場が

混雑する傾向があり、個別の自転車駐車場単位では、物理的容量を超過しているところがあ

ります。そのため、次のような取組を行います。 

取組４：自転車駐車場満車時における他の市営自転車駐車場への誘導 
取組５：利用状況に応じた料金体系の見直し 
取組６：民間事業者（鉄道事業者等）の既存自転車駐車場の有効活用 

 

JR 茨木駅・阪急茨木市駅に近い市営自転車駐車場の満車時には、他の市営自転車駐車場

への誘導を行います。具体的には、SNS を活用して、満車情報と代替施設情報の提供を行

うとともに、自転車駐車マップを作成・配布し満車時の代替施設の情報を提供する等の取組

を行います。 

 

■ＳＮＳによる満車・代替駐車場情報 

（イメージ） 

 

■自転車駐車場マップ（イメージ） 

 

 

35

春日

ＪＲ茨木北

西駅前町

松ヶ本町

ＪＲ茨木西口

ＪＲ茨木東口

ＪＲ茨木南

ＪＲ駅前ビル

ＪＲ茨木駅前広場

凡 例

市営自転車駐車場

一時貸自転車駐車場

月極自転車駐車場

専用自転車駐車場

［施策３］JR 茨木駅・阪急茨木市駅付近の自転車駐車場の効率的な活用 

・SNS※を活用し、満車情報と代替施設情報を提供します。 

・自転車駐車マップを作成・配布し、満車時の代替施設の情報を提供します。 

取組４：自転車駐車場満車時における他の市営自転車駐車場への誘導 

茨木市自転車駐車場情報 

○月○日（○） 

×時×分時点 

 

△△自転車駐車場は大

変混雑しております。  

□□自転車駐車場をご

利用ください。  
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JR 茨木駅・阪急茨木市駅の市営自転車駐車場は、駅に近い自転車駐車場ほど混雑してい

る状況があることから、例えば駅からの距離に応じて利用料金に差をつけることで、容量を

超過している市営自転車駐車場の利用者を分散させます。 
 

 

JR 茨木駅・阪急茨木市駅の周辺では、容量を超過している市営自転車駐車場がある一方

で、利用率の低い民営自転車駐車場があることから、民間との協力・連携により民営自転車

駐車場を活用して、利用者の分散を図ります。 

 

 

 
 

[その他の取組について] 

 

 

 

 

 

 

  

・自転車駐車場の料金体系を見直すことで、容量を超過している市営自転車駐車場の利

用者を分散させます。 

取組５：利用状況に応じた料金体系の見直し 

・容量を超過している市営自転車駐車場の代替施設として、駅周辺の利用率の低い民営

自転車駐車場を活用し、利用者を分散させます。 

取組６：民間事業者（鉄道事業者等）の既存自転車駐車場の有効活用 

象路線の整備 

・阪急総持寺駅・モノレール沢良宜駅等の利用率の低い市営自転車駐車場では、サイク

ルポート※を設置するなど施設の有効利用を図ります。 

現況・将来の需給バランスを考慮した施設の有効利用 

 

・市と民間が協力した自転車駐車環境の改善対策として、JR 茨木駅、阪急茨木市駅周

辺地域再整備において新たな市営自転車駐車場の整備に取組みます。 

官民連携、協力による新たな市営自転車駐車場の整備 
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JR 茨木駅においては、現況で目標管理容量を超過しており、将来においても目標管理容

量の超過が見込まれます。自転車の共同利用等、効率的な利用を促す取組と一体的に、次の

ような取組を行います。 

取組７：自転車の共同利用による自転車駐車需要の抑制 

 

JR 茨木駅周辺の自転車駐車場の需要を抑制するため、レンタサイクルやコミュニティサ

イクルを導入し、自転車の共同利用を進めます。 

なお、レンタサイクルとコミュニティサイクルは、いずれも自転車をシェアするというサ

ービスですが、レンタサイクルは貸出場所と返却場所が同じサービス、コミュニティサイク

ルは貸出場所と返却場所は違っても利用できるサービスです。 

 

 

■レンタサイクル、コミュニティサイクルとは・・・ 

レンタサイクル 

鉄道駅隣接のサイクルポート（１カ所）を中心に

往復利用の鉄道端末交通に供されるシステム 

 コミュニティサイクル 

相互利用可能な複数のサイクルポートが設置され、面的

な都市交通に供されるシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

［施策４］JR 茨木駅における自転車駐車需要の抑制 

・レンタサイクルやコミュニティサイクルを導入し、利用形態の転換（共同利用）を図

ることで自転車駐車需要を抑制します。 

取組７：自転車の共同利用による自転車駐車需要の抑制 

自宅 

学校・会社 

往復利用 

鉄道駅 

サイクルポート 

鉄道駅 鉄道駅 

鉄道駅 

サイクルポート 

サイクルポート サイクルポート 

公共施設等 

自宅 

複数のレンタサイ

クルを結びつける 

参考データ： 「コミュニティサイクル導入の現状と課題」、全国コミュニティサイクル担当者会議 

（国土交通省都市局街路交通施設課 企画専門官 菊池雅彦 2012） 
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阪急茨木市駅周辺等においては、放置自転車が多く、まちの美観保持と歩行者の安全確保

の障害となっています。そのため、次のような取組を行います。 

取組  8：民間事業者（商店街等）と連携した放置自転車対策の実施 
取組  9：放置自転車撤去活動の継続的な実施 
取組 10：自転車の放置に対する啓発の徹底 
取組 11：自転車を放置しにくくする工夫 
取組 12：放置自転車が多い箇所を対象に路上自転車駐車場を増設 
取組 13：自転車駐車場へ誘導するための路面標示や案内標識等の設置 

 
 

商店街などの民間事業者と連携して、自転車駐車場の利用回数に応じた特典を付与する

など自転車駐車場利用者にとって魅力的な仕組みを構築し、自転車駐車場の利用を促すこ

とで、放置自転車の減少を図ります。 

 

■他都市の導入事例（東京都江東区の事例） 

自転車駐車場で、利用回数に応じてポイントを付与する制度が導入されており、ポイントを

ためると駐輪無料券が発行される。商業施設の利用者などの路上への放置自転車を減らし、交

通環境の改善に役立てられている。 

１回 100円で駐輪するごとに、１ポイントを付ける。５ポイントをためると飲食店等で使え

る無料券などの特典がもらえる。 

 

 

 

本市では、まちの美観保持と歩行者の安全確保のた

め、昭和 57（1982）年 10 月 1 日から「茨木市自

転車等の放置防止に関する条例」を制定し、駅周辺お

おむね 300 メートルを「放置禁止区域」と指定して、

放置された自転車や原動機付自転車を随時移動してい

ます。 

放置自転車の減少をめざし、阪急茨木市駅を含めた

市内各駅周辺において、駅前放置禁止区域内の撤去活

動を今後とも継続的に実施します。 

  

・自転車駐車ポイント制等、自転車駐車場利用者に魅力的な仕組みを構築し、放置自転

車の減少を図ります。 

取組 8：民間事業者（商店街等）と連携した放置自転車対策の実施 

・阪急茨木市駅を含めた市内各駅周辺において、駅前放置禁止区域内の撤去活動を継続

的に実施し、放置自転車の減少を図ります。 

取組 9：放置自転車撤去活動の継続的な実施 

■撤去活動の様子 

 

写真：茨木市 

［施策５］阪急茨木市駅周辺等の放置自転車対策の展開 
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自転車の放置に対する啓発の徹底を図るため、地

域の市民団体や地元商店街などとの連携・協力によ

り、自転車利用者や市民に対するチラシ等の配布と

放置防止の指導活動を今後も継続的に実施します。 

 

 

 

 

 

 

自転車を放置する人の良心に訴えかけるため、路面標示※の工夫、標識、看板の設置など

の対策を行い放置自転車の減少を図ります。 

 

■路面標示 ■路面標示（児童の絵）注 12） ■標識 

  

 

 

■ポストコーン等 

 

■看板 

  

写真：茨木市の事例 

注 12）児童の絵を入れた放置自転車対策は、大阪市住吉区の事例（住吉区 HP より） 

 

 

  

・地域の市民団体や地元商店街などとの連携・協力により、自転車利用者や市民に対し、

チラシ等の配布による放置防止に関する啓発・指導を行います。 

取組 10：自転車の放置に対する啓発の徹底 

 

・路上に自転車を止めにくくする対策を講じることで、放置自転車の減少を目指します。 

取組 11：自転車を放置しにくくする工夫 

 

※他市の事例 

■啓発活動の様子 

 

写真：茨木市 
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放置自転車が多い箇所を対象に、幅員に余裕のある路上において自転車駐車場の整備を

図り、利用者のニーズに合った自転車駐車環境の整備を目指します。 

なお、路上自転車駐車場の整備にあたっては、放置自転車が生じている現状とその原因を

調査し、新たな路上自転車駐車場が放置自転車解消に効果的であるかどうか、交通安全上問

題がないかの検討を行ったうえで実施します。 

 

■路上自転車駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：茨木市の事例 

 

 

 

■自転車指導線設置イメージ               ■自転車指導線 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：京都府綾部市の事例 

 

  

・幅員に余裕のある路上において自転車駐車場を整備することで、利用者のニーズに合

わせた自転車駐車環境の整備を目指します。 

取組 12：放置自転車が多い箇所を対象に路上自転車駐車場を増設 

・自転車利用者が、自転車駐車場へスムーズに移動できるよう、自転車ネットワーク路

線と自転車駐車場を結ぶ生活道路等に対し、路面標示（自転車指導線）や案内標識等

を設置します。 

取組 13：自転車駐車場へ誘導するための路面標示や案内標識等の設置 

 

自転車ネットワーク路
線と自転車駐車場を繋
ぐ生活道路に対し、自転
車指導線を設置 

凡例 

   自転車ネットワーク路線 

自転車指導線 

自転車 
駐車場 
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4-4 安全利用“まもる”について 

本市は自転車事故件数が多くなっており、自転車関連の事故減少が重要な課題となって

います。そのため、自転車利用時の交通安全の意識を高めることで、自転車のみならず歩行

者や自動車を含めた交通事故を減らしていくことを基本として、自転車利用のルール周知、

マナー向上、危機管理意識の向上の徹底や、交通違反に対する指導・取締の強化などの取組

を進めます。 

 

 

自転車通行ルールを遵守することによる安全性向上や、自転車通行ルールに関する知識

が正しく認知されていないことから、自転車による事故発生の危険性が高まっています。そ

のため、交通ルールに関する正しい知識の周知やルール遵守、意識の醸成を図ります。 

取組 14：自転車通行ルールの周知、マナー向上の徹底 
取組 15：ルール遵守に向けたインセンティブの付加 
取組 16：自転車事故に対するリスク対策の周知 
追加取組 1：安全性を備えた自転車の供給 

 

 

自転車の利用のルールを正しく理解することで、自転車利用時の交通安全意識を高め、自

転車のみならず歩行者や自動車を含めた交通事故の減少を目指します。 

自転車通行ルールの周知、マナー向上を図るため、自転車通行ルールを示す看板の設置、

ポスター公募・掲示、チラシ配布、ワークショップの実施など啓発活動の充実、一般市民、

学生、高齢者を対象にした安全教育の充実、ルール、マナーに関するイベントの充実を図り

ます。 

また、現在実施している安全教育を体系別・世代別に整理し、対象ごとに実施内容の課題

点や改善点の協議を行い、多様な教育手法を検討します。さらに、関係団体と連携を図りな

がら、効果的な教育の普及啓発に努めます。 

 

 ■通行ルールを示す看板の設置 

     

・自転車通行ルールを示す看板の設置 

・啓発活動の充実（ポスター公募・掲示、チラシ配布、ワークショップ※の実施） 

・一般市民、学生、高齢者を対象にした安全教育の充実 

・ルール、マナーに関するイベントの充実 

取組 14：自転車通行ルールの周知、マナー向上の徹底 

 

［施策 6］ルール周知、マナー向上、リスク対策 
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■啓発活動の実施           ■一般市民・学生・高齢者を対象に安全教育の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン    写真：茨木市 高齢者向けの交通安全講習会 

 

■ルール、マナーに関するイベントの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：茨木市 高校生の自転車通学運転免許証講習会 

 

 

 

「自転車運転免許」は、法的な拘束力を持つものではありませんが、講習を経て交付する

という一定のプロセスを経ることで、自転車利用ルールの周知を図り、さらには日常的にル

ールを守るという意識を育むためのきっかけを期待するものです。 

本市では平成 25（2013）年度より高校生の交通安全意識の向上を目的に講習会を実施

しています。 

■自転車通学運転免許証講習会【平成 25（2013）年度より実施】 

（目的）高校生の交通安全意識の向上 

（講習会内容） 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒を対象にした自転車通学運転免許証制度の充実を図ります。 

取組 15：ルール遵守に向けたインセンティブの付加 

 

講 義 

学科試験 

実技試験 

自転車利用者に対する
ルールの周知等 

交通法規などに関する
学科試験 

自転車の正しい走行等
の実技試験 

合
格
者
に
免
許
証
を
交
付 
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交通安全啓発イベント時に自転車事故に対するリスクを最小限に抑えるための「事前の

備え」の重要性について、リーフレットの配布等により啓発活動を行います。 

自転車の走行において、本市内の危険性の高い道路を知ることは、事故防止の第一歩とな

ります。また、万が一の交通事故発生に備えて、事故発生時の対応方法を知っておくこと、

自転車保険に加入しておくこと、ヘルメットを着用することは「身は自らを守る」という危

機管理意識の向上に役立ちます。 

こうした考え方に基づき、警察や市民団体など関係機関との協力・連携のもと「茨木自転

車ヒヤリマップ」の作成、罰則対象や事故発生時の対応方法の PR、自転車保険加入の推奨、

ヘルメットの着用努力義務の周知などの取組を進めます。 

 

■ヒヤリマップの作成              ■罰則対象や事故発生時の対応方法の周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：茨木市都市整備部                出典：大阪府警ＨＰ 

 

■自転車保険加入の推奨 （TS マーク付帯保険等） 

                     ▼傷害補償内容 

 

 

 

 

                出典：公益財団法人 日本交通管理技術協会 

○TS マークとは 

自転車安全整備士が点検整備した普通自転車※に貼付されるもので、このマークには傷害保険と賠償責任

保険が付いています（付帯保険）。 

「ＴＳ」は、ＴＲＡＦＦＩＣ ＳＡＦＥＴＹ（交通安全）の頭文字をとったものです。ＴＳマークには、青

色マーク（第一種）と赤色マーク（第二種）があり、賠償内容が違ってきます。 

・ヒヤリマップ※の作成 

・罰則対象や事故発生時の対応方法の周知 

・自転車保険加入の推奨 

・ヘルメット着用努力義務の周知 

取組 16：自転車事故に対するリスク対策の周知 

 

種別
死亡若しくは重度後遺障害

（１～４級）
入院（15日以上）

青色TSマーク 30万円 1万円

赤色TSマーク 100万円 10万円

http://www.tmt.or.jp/safety/index.html#03
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■ヘルメットの着用努力義務の周知 

 

 

 

 

 

 

 

出典：大阪府警ＨＰ 

 

 

 

 

■ヘルメット着用状態別死者の割合（H19（2007）～25（2013）） 

ヘルメットを正しく着用することにより、頭部損傷による死者の割合は 1/４に低減します。また、ヘル

メットを着用していても衝撃を受ける前にヘルメットが脱げたのでは効果は期待できません。着用と共に

顎（あご）ひもを正しく締めることも重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 13）離脱有りとは、交通事故による衝撃を受ける前にヘルメットが脱げた場合を指します 

参考データ：イタルダインフォメーション交通事故分析レポート No.97（特集自転車事故被害軽減にヘルメット！！） 

 

 

  

児童・幼児（13歳未満の者）

を保護する責任のある者は、

児童・幼児を自転車に乗車さ

せるときは、乗車用ヘルメッ

トをかぶらせるよう努めな

ければなりません。 

（道路交通法第 63条の 11） 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

非着用 着用→離脱有り 着用→離脱無し

2.30
2.05

0.57

死者の割合は

1/４に低減 

死
者
の
割
合
（
％
） 

注 13） 
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消費者が安全に自転車を利用できるよう、相談者からの相談をもとに自転車の事故情報

等の収集を行い、相談者の依頼があれば消費生活センター等にて商品テストを実施し、その

結果等を活用しつつ、消費者へ自転車の安全な利用に向けた広報啓発等を実施します。 

 

 

 

自転車利用者が自発的に自転車走行のルールを守り、自転車走行のマナーを向上させる

取組と合わせて、自転車利用者に対する指導取締や街頭での指導啓発活動などの取組を行

います。この指導・取締にあたっては、警察官による取締だけでなく、行政や地域の協力、

啓発活動の担い手の育成が必要となります。 

取組 17：自転車利用者に対する指導・取締の充実 
取組 18：啓発活動の担い手の育成 

 

 

通勤・通学時間帯などに警察署が中心となった自転車の指導・取締を実施します。この指

導・取締を通じて、自転車は自動車やバイクと同じ「車両」の一種であると認識してもらい、

ルールやマナーを守らない運転は罰せられることを現場で伝えます。 

 

■自転車に対する指導・取締の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・高い安全性を備えた自転車の購入につながる広報・啓発の促進 

追加取組 1：安全性を備えた自転車の供給 

 

・通勤・通学時間帯などに警察官が中心となった自転車の指導・取締を実施します。 

取組 17：自転車利用者に対する指導・取締の充実 

［施策 7］自転車利用者に対する指導・取締、啓発活動の実施 
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交通違反に対する指導・取締の強化は、警察署のみでは十分な対応が難しいため、正しい

自転車利用を指導できる自転車利用指導員の協力が必要になります。社会に貢献すること

を望んでいる高齢者の方々を中心に、自転車利用指導員の育成を進めます。 

  

・社会に貢献することを望んでいる高齢者の方々を中心に、啓発活動の担い手を育成し

ます。 

取組 18：啓発活動の担い手の育成 
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4-5 利用促進“つかう”について 

 

茨木市民のみならず、本市にビジネスや観光目的で訪れる来訪者を対象に、自転車の利

用しやすい環境を提供し、自転車利用を促進していくことで、自動車利用を抑制し、市内

の環境負荷の低減を目指します。 

 

 

 

 

観光施設への自転車の積極的な利用を図っていくうえで、サイクリングコースの設置や、

周遊ルート等の情報の提示が不足しています。そのため、次のような取組を行います。 

取組 19：自転車通行マップの作成 
取組 20：自転車用看板の設置、サイクリングコースの検討 

 

 

自転車通行マップの配布は、自転車が安全快適に通行できる路線や自転車駐車場の有無、

利用料金などの情報を提供することで、自転車の利用を快適にし、自転車利用を促進するツ

ールです。 

来訪者や市民も活用できるまちの案内情報を載せた（いばらき）自転車通行マップの作

成・提供を行います。 

 

■自転車通行マップの作成・配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：おおさか自転車マップづくりの会ＨＰ 

 

  

・観光施設への自転車の積極的な活用ができるよう、まちの案内情報を載せた自転車通

行マップを提供します。 

取組 19：自転車通行マップの作成 

 

［施策 8］茨木市民や来訪者に対する自転車利用環境の向上 
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本市に来訪する観光客などの自転車利用を促進するため、自転車利用による主要施設ま

での到達時間を提示する看板の設置や、北部地域など市内の観光地の回遊を支援するサイ

クリングコースの設置を検討します。 

安威川ダムを起点とした 4 コースについては策定済みです。 

 

■サイクリングコース検討エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・自転車専用看板の設置 

・サイクリングコースの検討 

取組 20：自転車用看板の設置、サイクリングコースの検討 

 

（施設例） 

1

2

15

4

9

10

6

7

11

14

5

3

13
12

16

17

8

凡例

サイクリングコース

①竜王山

②忍頂寺スポーツ公園

③竜仙の滝

④神峯山大門寺

⑤安威川ダム

⑥彩都あさぎ公園

⑦川端康成旧家跡

⑧郡山宿本陣（椿の本陣）

⑨真龍寺

⑩太田茶臼山古墳

⑪補陀洛山総持寺

⑫春日神社

⑬茨木神社

⑭茨木童子貌見橋碑

⑮元茨木川緑地

⑯若園公園「バラ園」

⑰元茨木川緑地梅林

凡例 

   サイクリングコース検討エリア 
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自動車に依存しなくても安全で快適に移動でき、環境負荷の小さい交通環境を構築する

ため、自動車利用を抑制し、公共交通機関等を用いた交通への転換（電車・バス＋自転車等）

が必要となります。そのため、次のような取組を行います。 

取組 21：モビリティマネジメントによる自転車利用促進 
取組 22：来訪者によるレンタサイクル、コミュニティサイクルの活用促進策の検討 

 

 

 

 

市民だけでなく、本市への来訪者も手軽に自転車が利用できる環境づくりをめざし、北部

地域の観光資源や、隣接する吹田市に位置する万博記念公園周辺での施設動向をふまえて、

放置自転車対策として導入を検討するレンタサイクル事業やコミュニティサイクル事業に

ついて、来訪者による利用を促進するための情報発信方法を検討し実施します。 

また、今後バスや鉄道との一体利用を促進するため、貸出場所に公共交通の運行情報など

他の交通モードの情報を提供することで、レンタサイクルやコミュニティサイクルのより

一層快適な利用の促進を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：堺市自転車利用環境計画         出典：さかいコミュニティサイクル HP 

  

・ノーマイカーデーの実施に合わせ、レンタサイクルやコミュニティサイクルの利用を

促進する動機付けを行うためのパンフレットを配布し、交通手段の利用転換を促しま

す。 

取組 21：モビリティマネジメントによる自転車利用促進 

 

・来訪者に向けたレンタサイクル事業やコミュニティサイクル事業について情報発信の

検討を行います。 

・バスや鉄道との一体利用を促進するため、レンタサイクル貸出場所での公共交通運行

情報など他の交通モードの情報を提供します。 

取組 22：来訪者によるレンタサイクル、コミュニティサイクルの活用促進策の検討 

■レンタサイクル貸出場所での公共交通

運行情報の提供 

■来訪者に向けたレンタサイクル、コミュニ

ティサイクルの情報発信方法の検討 

［施策 9］自動車利用から公共交通機関等への転換 
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超高齢化社会に向けた生活習慣病や高齢者の寝たきり予防のための施策やこどもたちの

基礎的運動能力の改善に、様々な運動とともに体の負担が少ない自転車の日常生活におけ

る利用が期待されています。そのため、次のような取り組みを行います。 

追加取組 2：自転車を利用した健康づくりに関する広報啓発の推進 
追加取組 3：自転車通勤の推奨 

 

 

健康面の自転車利用のメリットなどを市民に広く周知することで、自転車利用の促進と

市民生活の向上など生活の質（Quality Of Life）の向上に貢献します。 

 

 

出典：国土交通省 

 

 

 

自転車による運動効果としてメンタルヘルスの改善や自転車通勤による労働生産性の向

上に寄与する可能性から、市内事業所の中で自転車通勤に適した立地環境を有する事業所

に対して自転車通勤の拡充を働きかけ、自転車通勤の促進を図ります。 

 

■自転車通勤制度導入のメリット 

事業者のメリット 従業員のメリット 

経費の削減、生産性の向上、イメージアップ、

低炭素社会への貢献 

通勤時間の短縮、身体面の健康増進、精神面の

健康増進 

  

［追加施策 1］自転車を利用した健康増進 

・自転車利用による健康増進の周知 

追加取組 2：自転車を利用した健康づくりに関する広報啓発の推進 

・企業等への呼びかけ等による自転車通勤の促進 

追加取組 3：自転車通勤の推奨 
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災害時の公共交通機関の機能が著しく低下した状況では、自転車の機動性が高いと考え

られることから、災害時における自転車利用は地域の安全・安心の向上に重要な移動手段と

考えられています。そのため、次のような取り組みを行います。 

追加取組 4：自転車を活用した地域社会の安全・安心の向上 

 

 

災害時、使用可能な緊急交通路を把握するため、自転車を活用した早急な現地調査を実施

し、道路施設の被害状況及び安全性の点検を行います。 

 

［追加施策 2］災害時における自転車の活用推進 

・災害時における自転車の活用と市地域防災計画への位置付け 

追加取組 4：自転車を活用した地域社会の安全・安心の向上 
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計画の推進に向けて
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第 5 章 計画の推進に向けて 

5-1 進行管理 

本計画に示した自転車の持つ要素である“はしる”“とめる”“まもる”“つかう”の４つ

を柱とした各種の取組を推進していくため、本計画（Plan）の取組を実施（Do）するとと

もに、定期的な取組実施の評価（Check）を行い、必要に応じて計画の見直し（Act）を実

施していきます。 

本計画の中間年次となる令和元（2019）年度、施策の進捗状況、評価指標の状況を把握

し、目標の達成に向け、必要な施策の確認などを行いました。また、自転車活用推進法に基

づき、追加施策を位置づけ、後半 5年間の取組方針を明確にしました。 

 

■PDCA サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 推進体制 

本計画の推進にあたっては、道路管理者・交通管理者・関係行政機関・市民が相互に連携

し、それぞれの取組を一体的に推進していくことが重要であり、そのための協力体制の構築、

各取組の進捗状況や取組実施における課題等の共有化を図り、効果的かつスムーズな取組

実現を目指します。 

また、自転車利用環境の向上には、ハード的な整備が必要な一方で、自転車駐車環境の充

実やルールの遵守・マナーの向上等、地域住民、学生、商業者といった本市に関わりを持つ

あらゆる方々が相互に協力することが重要となります。こうした多様な主体の参画を市が

中心となって促していくことで、自発的な取組に結びつけていくことを目指します。 

 

5-3 実施スケジュール 

本計画で整理した取組については、それぞれ計画期間内に実施するものの、その実施にあ

たっては、整備効果や整備に向けた熟度を踏まえ、優先的に実施する取組や実施主体の明確

化が有効であるため、実施スケジュール管理表を作成し、進行管理を図って行きます。 

次頁に、実施スケジュール管理表を示します。

Plan 
（計画） 

Check 
（評価） 

Do 
（実行） 

Act 
（改善） 

 

PDCAサイクル 
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■実施スケジュール管理表 
上段：当初計画 
下段：進捗状況 

※破線の矢印は「検討期間」、実線の矢印は「実施」を示しています。 

実施状況

展開施策 実施主体 取組状況 今後の取組の方向性

（短期） （中期）
１．通行環境“はしる” 27 28 29 30 元 2 3 4 5 6

［施策1］自転車ネットワーク路線の整備

［施策2］自転車ネットワーク路線以外の安全対策

２．自転車駐車環境“とめる”
［施策3］JR茨木駅・阪急茨木市駅付近の自転車駐車場の効率的な活用

［施策4］JR茨木駅における自転車駐車需要の抑制

［施策5］阪急茨木市駅周辺等の放置自転車対策の展開

・対象路線の道路改良工事の進捗にあわせて、順次整
備

・継続実施

・継続実施

・継続実施

・令和２年より経営戦略を作成し、料金体系を検討

・継続実施

・継続実施

・継続実施

・継続実施

・継続実施

・継続実施

・継続実施

・取組４の中で一定駐輪場の位置情報も周知できてい

るため、案内標識等の必要性を十分考慮し、設置検討
する。

中期

取組1：優先整備対象路線の整備
・自転車ネットワーク路線のうち優先整備対象路線を整備
（車道混在）

・優先整備対象路線の整備進捗状況をふまえ、連続性等
を考慮し、その他整備路線を整備（車道混在）

・自転車ネットワーク路線と従道路の接続箇所に進行方向
を示すピクトマークを設置

・交通量の多い生活道路において、自転車レーンを設置
取組3：自転車指導線の整備

（平成27年度～令和元年度） （令和２年度～令和６年度）

茨木市
道路管理者（国、大阪府）

茨木市
民間事業者

茨木市

民間事業者

茨木市
民間事業者

茨木市

・SNSによる満車・代替駐車場情報提供
・自転車駐車場マップの作成

（市ＨＰ、各駐輪場にて案内）

対策の検討

・阪急茨木市駅西口の再整備等にともなう駐車場の再配
置検討中
・民間事業者の収容台数を踏まえた駐車場の再配置につ

いて協議中

取組2：その他整備対象路線の整備

取組11：自転車を放置しにくくする工夫
・看板や路面表示による啓発
※設置箇所の把握と効果的な位置や方法を検討中

茨木市

・彩都西駅において、箕面市との相互協力について協議中

・周辺自治会に対する啓発実施（箕面市と共同）
・自転車ラックの設置について、庁内調整中
※モノレール宇野辺駅前自転車駐車場の増設

茨木市
道路管理者（国、大阪府）

茨木市

道路管理者（国、大阪府）

茨木市
民間事業者

・レンタサイクルの導入（民営）

・コミュニティーサイクル（指定管理者で実施中）

・実施曜日や時間帯を変えながら効果を維持

取組10：自転車の放置に対する啓発の徹底
・曜日や時間帯を変えながら効果を維持
・転入者を対象に放置自転車禁止区域の啓発リーフレット
を配布

茨木市

茨木市

取組8：民間事業者（商店街等）と連携した放置自転車対策の実施
・民間事業者（商店街等）と連携した放置自転車対策を実
施

取組13：自転車駐車場へ誘導するための路面標示や案内標識
　　　　 　等の設置

・対策の検討中茨木市

取組12：放置自転車が多い箇所を対象に路上自転車駐車場を増設

取組7：自転車の共同利用による自転車駐車需要の抑制

取組4：自転車駐車場満車時における他の市営自転車駐車場への誘導

短期

茨木市

取組9：放置自転車撤去活動の継続的な実施

取組5：利用状況に応じた料金体系の見直し

取組6：民間事業者(鉄道事業者等)の既存自転車駐車場の有効活用

整備手法の検討

整備

整備形態の検討

整備

従道路における安全対策

対策の検討 実施

実施対策の検討

実施対策の検討

実施 効果検証を行いながら実施を継続

意見交換と対策の実施

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

実施
ニーズの把握と新たな整備の検討

対策の検討 実施

対策を検討し、実施を継続

整備形態の検討

整備

対策の検討

実施

実施

対策の検討

対策の検討

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

ニーズの把握と新たな整備の検討

対策の検討

整備手法の検討

整備

実施
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■実施スケジュール管理表 
上段：当初計画 
下段：進捗状況 

※破線の矢印は「検討期間」、実線の矢印は「実施」を示しています。 

展開施策 実施主体 取組状況 今後の取組の方向性

（短期） （中期）
３．安全利用“まもる”

［施策6］ルール周知、マナー向上、リスク対策

［施策7］自転車利用者に対する指導・取締、啓発活動の実施

４．利用促進“つかう”
［施策8］茨木市民や来訪者に対する自転車利用環境の向上

［施策9］自動車利用から公共交通機関等への転換

［追加施策1］自転車を利用した健康増進

［追加施策2］災害時における自転車の活用推進

追加取組4：自転車を活用した地域社会の安全・安心の向上
茨木市

大阪府

市民

追加取組2：自転車を利用した健康づくりに関する広報啓発の推進

茨木市

大阪府

交通事業者

市民

追加取組3：自転車通勤の推奨
茨木市

交通事業者

市民

茨木市

大阪府

交通事業者

市民

茨木市

民間事業者

交通事業者

取組21：モビリティマネジメントによる自転車利用促進 ・検討中

取組22：来訪者によるレンタサイクル、コミュニティサイクルの
　　　　　 活用促進策の検討

・来訪者に向けたレンタサイクル事業やコミュニティサイク

ル事業について、看板やＨＰにより情報発信

・バスや鉄道との一体利用を促進するため、レンタサイク

ル貸出場所での公共交通運行情報など他の交通モード

の情報提供

茨木市

市民

短期

追加取組1：安全性を備えた自転車の供給
茨木市

交通管理者

交通安全協会等

取組14：自転車通行ルールの周知、マナー向上の徹底

取組15：ルール遵守に向けたインセンティブの付加

茨木市

安威川ダムファンづくり会
取組19：自転車通行マップの作成

茨木市

交通管理者、

交通安全協会等

茨木市

交通管理者

茨木市

交通管理者

交通安全協会等

交通管理者

取組16：自転車事故に対するリスク対策の周知

取組20：自転車用看板の設置、サイクリングコースの検討 ・検討中

取組17：自転車利用者に対する指導・取締の充実

取組18：啓発活動の担い手の育成 ・検討中

・通勤、通学時間帯などに警察官が中心となった自転車

の指導・取締を実施

茨木市、観光協会

・いばきたフォトサイクリング

・安威川サイクリングマップの作成・配布（平成27年～）

※発行：安威川ダムファンづくり会

・継続実施

・継続実施

・継続実施

中期
（平成27年度～令和元年度） （令和２年度～令和６年度）

・自転車通行ルールを示す看板の設置

・啓発活動の充実

・一般市民、学生、高齢者を対象にした安全教育の充実

・ルール、マナーに関するイベントの充実

・学生を対象にした自転車通学運転免許証制度の充実

※例年、北摂つばさ高校において実施

・ヒヤリマップの作成検討

・罰則対象や事故発生時の対応方法の周知

・自転車保険加入の推奨

・ヘルメット着用努力義務の周知

・自転車の安全利用に向けた周知

・自転車の積載制限等の周知

・継続実施

・災害時における自転車の活用と市地域防防災計画に位

置付け

・企業等へ自転車通勤の促進について周知

・自転車利用による健康増進の周知

・自転車に対する指導は現場における事故等のリスク

があることから、導入にあたっては関係機関との協議

等、慎重に検討する。

・いばきたフォトサイクリングのコース等を参考に

マップ作成予定

・取組19完了後、実施検討

・他啓発事業（健康増進、交通安全）とあわせての実

施を検討

・継続実施

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

作成検討 作成・配布

導入の検討 実施

導入の検討

作成検討

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

効果検証を行いながら実施を継続

作成検討

作成検討 作成・配布

実施 効果検証を行いながら実施を継続対策の検討

実施 効果検証を行いながら実施を継続対策の検討

対策の検討

対策の検討

実施

周知方法の検討

推奨方法の検討

周知

実施

周知方法の検討

実施
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 参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参考資料１ 

（用語集） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

資料2 

 参考資料 

 

■OD 

ＯＤとは、Origin（出発地）－Destination（目的地）の略語。 

 

■SNS 

ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、インターネットを活用したサービスで

ある。ツイッター、フェイスブックが知られている。利用希望者への情報提供は、事前登録

を行ってもらうことで、パソコンやスマートフォン等に連絡される仕組である。 

 

■茨木市総合計画 

長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的・計画的に進めるための根幹となる計画で、

行政の各分野における計画や事業展開の指針になるとともに、市民と行政の共通の将来目標

となるもの。本市では、現行の「第４次総合計画」が平成２７年度に目標年次を迎えるため、

現在、「第 5 次総合計画」の策定に向け取組が行われている。 

■茨木市総合交通戦略 

概ね 20 年後の本市のまちの将来像を実現するために必要な交通施策として、長期におい

て達成すべき目標や施策の方向性を踏まえ、短期及び中期で実施する実行計画を示すもので

ある。本戦略では、『住み続けたい元気なまち』をまちの将来像としている。 

 

■茨木市都市計画マスタープラン 

都市計画法により規定される、市町村の都市計画に関する基本的な方針（法第 18 条の 2）

となるもの。本市では、第 5 次総合計画に即し、平成 27年度を計画の初年度として改定に

取り組んでいる。 

■茨木市バリアフリー基本構想 

国が定める基本方針に基づき、当該市町村の区域内の旅客施設を中心とする地区や、高齢

者、障害者等が利用する施設が集まった地区（重点整備地区）について、移動等円滑化に係

る事業の重点的かつ一体的な推進に関する基本的な構想のこと。 

 

■交通手段分担率 

ある交通手段のトリップ数の全交通手段のトリップ数に占める割合のこと。 

 

■交通手段別二酸化炭素排出量（g-CO2/人キロ） 

1 人を 1km 運ぶのに排出される二酸化炭素の排出量である。各交通手段から排出される

二酸化炭素の排出量を輸送量（人キロ（輸送した人数に輸送した距離を乗じたもの））で割り、

単位輸送量当たりの二酸化炭素排出量を計算している。 

 

■国勢調査 

総務省統計局が 5 年ごとに全国民を対象にその地域分布、基本的特性、経済的属性、住宅

環境等を調査する統計のこと。 

 



 

資料3 

 参考資料 

 

■コミュニティサイクル 

レンタサイクルの形態のひとつで、市内の複数個所に設けられた相互利用可能な複数のサ

イクルポートが設置され、面的な都市交通に供されるシステム。 

 

■サイクルポート 

レンタサイクル・コミュニティサイクルの自転車の貸出・返却を行うことができる専用自

転車駐車場のこと。 

 

■彩都事業 

彩都事業とは、箕面市と茨木市にまたがる北大阪の丘陵地に、文化学術や研究開発、国際

交流といった特色ある機能を組み込んだ新都市建設プロジェクト。 

 

■自転車横断帯 

自転車横断帯とは、道路交通法により道路において道路標識等によって指示された自転車

の横断場所のこと。 

 

■自転車指導線 

本計画書では、事故多発路線や生活道路等、自転車ネットワーク路線に位置づけられてい

ない路線を対象に用いる対策をいう。具体には、上述した路線を対象に用いるほか、交差点

対策や自転車駐車場への誘導等に用いる。 

 

■普通自転車専用通行帯 

道路交通法第 20 条第 2項の道路標識により、車両通行帯の設けられた道路において、普

通自転車が通行しなければならない車両通行帯として指定された道路の部分をいう。 

本計画書では、「自転車専用通行帯」という表現を用いる。 

 

■自転車通行空間 

自転車が通行するための道路、または道路の部分をいう。 

 

■自転車道 

道路構造令第 2 条第 1 項第 2 号に規定される、専ら自転車の通行の用に供するために、

縁石線又は柵その他これに類する工作物により区画して設けられる道路の部分をいう。 

 

■自転車歩行者道 

道路構造令第 2 条第 1 項第 3 号に規定される、専ら自転車及び歩行者の通行の用に供す

るために、縁石線又は柵その他これに類する工作物により区画して設けられる道路の部分を

いう。なお、道路交通法上は、自転車歩行者道という定義はなく、歩道として扱われる。 
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■自転車ネットワーク路線 

自転車の通行空間が途切れることなく、網目のように整備されている路線をいう。 

 

■自転車レーン 

本計画書では、道路構造として自転車専用通行帯と同程度の規格を有するが、法的位置づ

けを持たない道路の部分をいう。 

 

■市民アンケート調査 

茨木市総合交通戦略の策定を進めるうえで、茨木市民の交通利用実態や交通に関するニー

ズ等を把握することにより、本市の交通体系のあり方や概ね 20 年後を目標とした長期施策

の考え方、短・中期で実施する交通施策の検討に向けた基礎資料とすることを目的に、平成

24 年 11月に茨木市民 5,000 人を対象に「茨木市の交通に関するアンケート」が実施され

ている。 

（質問形式） 

問：各交通手段の利用環境に満足していますか？  

1. 満足している  2. やや満足している  3. どちらでもない  

4. やや不満である 5. 不満である     6. 利用しないので分からない 

（徒歩、自転車、自動車、タクシー、鉄道、バスのそれぞれの交通手段で質問） 

 

（回答結果） 

  

 

（回答結果を用いた茨木市総合交通戦略での評価指標） 

評価指標 現況値 目標値（10年後） 

自転車での移動に対する満足度 28.4％ 32％ 

 

■スマートコミュニティ 

地域で家庭やビル、交通システムをＩＴネットワークでつなぎ、太陽光や風力など再生可

能エネルギーを最大限活用し、一方で、エネルギーの消費を最小限に抑えていく次世代の社

会システムを基盤とするまち及びまちづくりのこと。 

現在、旧東芝大阪工場跡地を理想的なスマートコミュニティに変える「茨木市スマートコ

ミュニティプロジェクト」が計画されている。 

※左記のグラフは、各

地域別（山間部、丘

陵部、平野部）集計

の平均値であり、「満

足している」、「やや

満足している」に着

目し、評価指標を設

定している。 
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■道路交通センサス 

正式名称は「全国道路・街路交通情勢調査」。日本全国の道路と道路交通の実態を把握し、 

道路の計画や、建設、管理などについての基礎資料を得ることを目的として、概ね３～５

年間隔で全国的に実施している統計調査のこと。 

 

■トリップ 

人がある目的を持ってある地点からある地点へ移動する単位。トリップは移動の目的が変

わるごとに 1 つのトリップとして数える。 

 

■発生集中量 

発生集中量とは、ある地域から出発したトリップの数（発生量）とその地域に到着したト

リップの数（集中量）の合計。 

 

■パーソントリップ調査 

「いつ」「どこから」「どこまで」「どのような人が」「どのような目的で」「どのような交通

手段を利用して」移動したのかについて調査し、人の 1 日のすべての動きをとらえるもの。 

 

■ピクト表示 

表現対象を文字以外のシンプルな図記号によって表したもの。 

 

■ヒヤリハット 

事故に至らないものの、一歩間違えれば事故に繋がった事例のこと。「突発的な事象やミス

にヒヤリとしたり、ハッとしたりする」ことを意味している。 

 

■ヒヤリマップ 

「ヒヤリハット」の多い地点を地図上に示したものをいう。また、本計画書の写真で示し

ているものは交通安全に対する啓発活動の一環として平成 19 年に茨木高校の学生の手によ

り作成された。 

 

■普通自転車 

自転車は軽車両であり、車両の一種である。ただし、自転車を押して歩いている者は歩行

者と見なされる。「内閣府令で定める基準」としては、道路交通法施行規則第９条の２で次の

ように規定されている。 

 一 車体の大きさは、次に掲げる長さ及び幅を超えないこと。 

 イ 長さ 190 センチメートル 

 ロ 幅 60 センチメートル 
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■モビリティマネジメント 

地域や都市を、｢過度に自動車に頼る状態｣から、｢公共交通や徒歩などを含めた多様な交通

手段を適度に利用する状態｣へと、コミュニケーション施策などにより、少しずつ自発的に変

えていこうとする一連の取組をいう。 

 

■レンタサイクル 

自転車を貸し出すサービスのことであり、鉄道駅隣接のサイクルポート（１カ所）を中心

に往復利用の鉄道端末交通に供されるシステム。 

 

■路側帯 

道路交通法第 2 条第 1 項第 3 号の 4 に規定される、歩行者の通行の用に供し、又は車道

の効用を保つため、歩道の設けられていない道路又は道路の歩道の設けられていない側の路

端寄りに設けられた帯状の道路の部分で、道路標示によって区画されたもの。 

 

■路面表示 

道路標識、区画線及び道路標示に関する命令に規定されていない、法定外の路面に描かれ

た表示のこと。 

 

■ワークショップ 

多様な人たちが主体的に参加し、チームの相互利用を通じて新しい創造と学習を生み出す

場のこと。 
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■参考資料２ 

（自転車交通のルール） 
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(1) 自転車の通行方法 
 

 

・自転車は「軽車両」であり、「車両」の１つとして位置づけられているため、原則、車道

を通行しなければいけません。 

 

 

・道路交通法において、「自転車」は「軽車両」であり、「軽車両」は「車両」の一つとして位

置づけられています。 

・また、同法において「車両」は「車道」を通行することとなるため、自転車も原則、車道を

通行することとなります。 

 

 

 

 

 

  

＜車両＞ 



 

資料9 

 参考資料 
 
 

(2) 道路構造の違いによる通行方法 

1) 歩道と車道の区別のある道路 
 

・歩道と車道の区別のある道路では、自転車は原則車道の左側端を通行しなければいけません。 

 

①車道 

・自転車は、歩道と車道の区別のある道路においては、車道を通行しなければいけません。

この際、自転車は、車道の左側端に寄って通行しなければいけません。 

・「自転車除く」の補助標識がない一方通行の規制のかかった道路の場合、他の車両と同様、

自転車も逆方向に通行することはできません。 

 

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（警視庁交通局） 

 

 

②歩道 

・普通自転車歩道通行可の規制が実施されていない歩道であっても、高齢者や児童・幼児等

が運転する普通自転車は、歩道を通行することができます。また、車道又は交通の状況に

照らして普通自転車の通行の安全を確保するためやむを得ないと認められるときは、普通

自転車は歩道を通行することができます。 

・歩道を通行する際は、歩道の中央から車道寄りの部分を徐行により通行しなければなりま

せん。更に歩行者の通行を妨げることとなるときは一時停止しなければなりません。 

 

 

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（警視庁交通局） 
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2) 路側帯と車道の区別のある道路（歩道なし） 
 

・路側帯と車道の区別のある道路では、自転車は原則車道の左側端を通行しなければいけま

せんが、著しく歩行者の通行を妨げる場合を除いて通行することができます。 

 

・自転車は、路側帯と車道の区別のある道路においては、車道を通行しなければいけません。

この際、自転車は、車道の左側端に寄って通行しなければいけません。 

・「自転車除く」の補助標識がない一方通行の規制のかかった道路の場合、他の車両と同様、

自転車も逆方向に通行することはできません。 

 

 

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（警視庁交通局） 

3) 自転車道のある道路 
 

・自転車道のある道路では、自転車は自転車道を左側通行しなければいけません。 

 

・自転車道のある道路では、自転車は自転車道を通行しなければいけません。このため、自

転車道が設置されていない側を自転車は通行することはできません。 

・自転車道内は左側通行しなければいけません。 

・高齢者や児童・幼児等が運転する普通自転車は、自転車道が設置されていても、歩道を通

行することができます。 

 

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（警視庁交通局） 
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4) 普通自転車専用通行帯のある道路 
 

・普通自転車専用通行帯がある場合、車道を通行する自転車は、普通自転車専用通行帯を通

行しなければなりません。 

 

・普通自転車専用通行帯がある場合、車道を通行する自転車は、普通自転車専用通行帯を左

側通行しなければなりません。（クルマと同じ方向） 

・また、原動機付自転車など軽車両以外の車両は普通自転車専用通行帯を通行することがで

きません。 

  

 

 

 

 

 

 

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（警視庁交通局） 

 

5) 自転車レーン（車道混在型）のある道路 ※本計画での位置づけ 
 

・自転車レーンがある場合、車道を通行する自転車は、原則自転車レーンを左側通行します。 
 

※本計画書では、自転車レーンは道路構造として自転車専用通行帯と同程度の規格を有

しますが、法的位置づけを持たない道路のことを指します。 

 

・自動車やバス・タクシーについては自転車レーンが整備されている場合でも駐停車するこ

とが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（警視庁交通局） 
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(3) 交差点における通行方法 

1) 交差点を直進する場合の通行方法 
 

・交差点で自転車が直進する場合は、原則、車道の最も左側の車両通行帯を通行しなければ

いけません。 

・自転車横断帯がある場合は、自転車横断帯を通行しなければいけません。 

なお、横断歩道を自転車で通行する場合は、歩行者の通行を妨げるおそれのない場合を除

き、自転車に乗ったまま通行してはいけません。 

 

 
出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（警視庁交通局） 

自転車利用環境整備のためのキーポイント（日本道路協会） 

2) 交差点を右折する場合の通行方法 
 

・交差点で右折する場合は、自転車は車道の左側端に寄り、かつ、交差点の側端に沿って二

段階右折をしなければなりません。 

・自転車は、信号機の有無にかかわらず、交差点で右折するときには、あらかじめその前か

らできる限り左側端に寄り、かつ、交差点の側端に沿って徐行しなければなりません。 

・信号機のある交差点の右折方法は、青信号で右折する地点まで直進し、その地点で止まっ

て右に向きを変え、前方の信号が青になってから進まなければなりません。 

・交差点やその近くに、自転車横断帯がある場合は、その自転車横断帯を通行しなければな

りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■自転車横断帯がある場合 ■自転車横断帯がない場合 

■自転車横断帯がある場合 ■自転車横断帯がない場合 

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（警視庁交通局） 

自転車利用環境整備のためのキーポイント（日本道路協会） 
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(4) 自転車の安全利用五則 

1) 自転車は、車道が原則、歩道は例外                       

【ルール】 

道路交通法上、自転車は軽車両と位置づ

けられています。したがって、歩道と車

道の区別のあるところは車道通行が原則

です。 

【罰則】 

3 ヵ月以下の懲役又は 5万円以下の罰金 
 

2) 車道は左側を通行                               

【ルール】 

自転車が車道を通行するときは、自動車

と同じ左側通行です。 

道路の中央から左側部分の左端に寄って

通行してください。 

一方通行道路で｢自転車を除く｣の補助標

識があり、自転車の規制が除外となって

いる場合に通行（逆行）する場合も同じ

です。 

【罰則】 

3 ヶ月以下の懲役又は 5万円以下の罰金 

（路側帯を通行できる場合） 

自転車は、歩行者の通行に大きな妨げと

なる場合や白の二本線の標示（歩行者専

用路側帯）のある場合を除き、路側帯を

通ることができます。ただし、左側部分

に設けられた路側帯を通行して下さい。 

 

 

 

 

 
 

3) 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行                      

【ルール】 

自転車が歩道を通行する場合は、車道寄

りの部分を徐行しなければなりません。

歩行者の通行を妨げるような場合は一時

停止しなければなりません。 

※平成 25 年 6 月 14 日公布、12 月 1 日に施

行の「改正道路交通法」により、「自転車等軽車

両が通行できる路側帯は道路の左側部分に設

けられた路側帯」に限定されました。 
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【罰則】 

2 万円以下の罰金又は科料 
 
 

4) 安全ルールを守る                              

【ルール】 

(１)飲酒運転・二人乗り・並進の禁止 

【罰則】 

○飲酒運転：5年以下の懲役又は 100万 

円以下の罰金（酒酔いの場合） 

○二人乗り：2万円以下の罰金又は科料 

○並進：2万円以下の罰金又は科料 

 

 

 

【ルール】 

(２)夜間はライトを点灯 

【罰則】 

5 万円以下の罰金 

 

 

 

 

【ルール】 

(３)交差点での信号厳守と一時停止 

【罰則】 

3 か月以下の懲役又は 5万円以下の罰金 

 

 

5) 子どもはヘルメットを着用                          

【ルール】 

自転車を運転する児童の保護者は、児童

にヘルメットを着用させるよう努めなけ

ればなりません。 

成長過程の子どもは体の重心位置も不安

定で、転倒した時、頭部に重大なダメー

ジを受けることがあります。 

子ども自身が自転車に乗るときはもちろ

ん、幼児を幼児用シートに乗せるとき

も、幼児用ヘルメットの着用をお願いし

ます。  
出典：警視庁 交通総務課 交通安全教育企画係 
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■参考資料３ 

（策定経過） 
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(1) 策定経過 

計画策定時 

年月日 経過 検討項目等 

平成２６年 

７月 

❏ヒアリング調査の実施  

平成２６年 

８月１３日 

❏第１回  

茨木市自転車利用環境整備計

画協議会 

(１)茨木市自転車利用環境整備計画策定の 

目的・各回の議題 

(２)自転車利用に関する現状 

(３)自転車利用に関する課題 

(４)取組み施策について 

平成２６年 

９月 

❏駐車場・駐輪場の利用実態調

査の実施 

❏高校生アンケート調査の実施 

 

平成２６年 

１１月２１日 

❏第 2回 

 茨木市自転車利用環境整備計

画協議会 

(１)自転車利用環境整備計画に関する協議 

～計画目標と基本方針～ 

(２)自転車利用環境整備に向けた取組 

『通行環境“はしる”について』 

平成２７年 

１月２１日 

❏第 3回 

 茨木市自転車利用環境整備計

画協議会 

(１)協議会の追加と前回のおさらいについ

て 

(２)自転車利用環境整備に向けた取組 

『駐輪環境“とめる”について』 

『安全利用“まもる”について』 

『利用促進“つかう”について』 

平成２７年 

２月１３日 

❏第 4回 

 茨木市自転車利用環境整備計

画協議会 

(１)本日の議事と前回のおさらいについて 

(２)自転車利用環境整備計画(素案)の作成 

平成２７年 

２月～３月 

❏パブリックコメント 
2/20（金）～3/13（金）実施 

平成２７年 

３月２４日 

❏第 5回 

 茨木市自転車利用環境整備計

画協議会 

パブリックコメントを踏まえた整備計画

(案)の作成  
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中間見直し時 

年月日 経過 検討項目等 

令和元年 

８月 23日 

❏第１回  

茨木市自転車利用環境整備計

画協議会 

(１)茨木市自転車利用環境整備計画策定の

目的・各回の議題 

(２)自転車利用環境整備計画の中間見直し 

(３)施策の進捗報告 

令和元年 

１１月２0日 

❏第 2回 

 茨木市自転車利用環境整備計

画協議会 

(１)第 1回協議会の主な意見とその対応 

(２)今後の取組施策 

(３)中間見直し計画の検討 

令和 2年 

2 月２7日 

❏第 3回 

 茨木市自転車利用環境整備計

画協議会 

(１)第 2回協議会の主な意見とその対応 

(２)茨木市自転車利用環境整備計画中間見

直し（案）について 
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(1) 茨木市自転車利用環境整備計画協議会規則 

 

（趣旨） 

第１条  この規則は、茨木市附属機関設置条例（平成25年茨木市条例第５号）第３条の規

定に基づき、茨木市自転車利用環境整備計画協議会（以下「協議会」という。）の組織、

運営その他必要な事項を定めるものとする。 

（職務） 

第２条 協議会は、市長の諮問に応じ、茨木市附属機関設置条例別表に定めるその担任す

る事務について、意見を述べるものとする。 

（組織） 

第３条  協議会は、委員11人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

(1) 市民 

(2) 学識経験者 

(3) 関係団体から推薦された者 

(4) 関係行政機関の職員 

（任期） 

第４条  委員の任期は、１年とし、再任を妨げない。 

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。   

（会長等） 

第５条 協議会に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は協議会を代表し、会務を総理する。   

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 会長が必要と認めたときは、委員以外の者を会議に出席させ、説明又は意見を聴くこ

とができる。 

（庶務） 

第７条 協議会の庶務は、建設部において処理する。 

（秘密の保持） 

第８条  協議会の委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後

も同様とする。 

（委任） 

第９条  この規則に定めるもののほか、協議会の運営について必要な事項は、会長が協議

会に諮って定める。 

      附  則 

 この規則は、平成26年４月１日から施行する。 
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(2) 委員名簿 

計画策定時 

構成員区分  氏名（敬称略） 所属等・職名 

学識経験者 
塚 口 博 司 立命館大学理工学部都市システム工学科 教授 

猪 井 博 登 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻 助教 

市民 
西 田 重 信  

小笠原 千尋  

関係団体から 

推薦された者 

柏  木   茂  茨木自転車組合 

藤 本 典 昭 ＮＰＯ自転車活用推進研究会 

山 口 正 弘 自治会連合会 会長 

小島 永己子 茨木商工会議所（女性会会長） 

関係行政機関

の職員 

竹 田 佳 宏  国土交通省近畿地方整備局大阪国道事務所 交通対策課長 

森  口   治 大阪府茨木土木事務所 参事兼維持管理課長 

田 中 直 人  大阪府茨木警察署 交通課長 警部 

竹 内  巧 大阪府茨木警察署 交通課長 警視 

※所属等・職名については計画策定時のものを記載 

 

  



 

資料21 

 参考資料 

中間見直し時 

構成員区分  氏名（敬称略） 所属等・職名 

学識経験者 
塚 口 博 司 立命館大学 特任教授 

猪 井 博 登 富山大学都市デザイン学部 都市・交通デザイン学科 准教授 

市民 
西 田 重 信  

小笠原 千尋  

関係団体から 

推薦された者 

山 口 正 弘 自治会連合会 会長 

藤 本 典 昭 ＮＰＯ自転車活用推進研究会 

小島 永己子 茨木商工会議所 

関係行政機関

の職員 

藤 田 晶 久 国土交通省近畿地方整備局大阪国道事務所 事業対策官 

鈴 木 伸 二 大阪府茨木土木事務所 維持保全課長 

小 田 勝 康 大阪府茨木警察署 交通課長 警視 
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